
2024.2.22 no.1579

東大のロゴがちょっと変わります

ぴあサポ 冬の本祭り

「世界の誰もが来たくなる大学」のビジュアルアイデンティティ確立へ

不要になった学内の古本をリサイクルする学生企画
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2024年度から東京大学のロゴマークが変わります。どの
ように変わるのか、なんのために変えるのか、なにを目指
しているのか。学内に検討チームを立ち上げ、大学の活動
指針のもとで議論を重ねてきた岩村水樹理事に、今回のリ
ニューアルにかけた思いを語ってもらいました。構成員が
使用する際のガイドラインの要点とともに紹介します。

4月から 「世界の誰もが来たくなる大学」になるための
ビジュアルアイデンティティ（VI）確立へ

　2021年に理事に就任した当初から、東大に
はビジュアルアイデンティティ（VI）の確立
が必要だと感じていました。VIとは、ブラン
ドの価値を可視化して伝えるデザイン要素全般
のことです。2021年に発表した「U To k y o  

Compass」では、大学への支持と共感の増進
という目標を掲げ、「新たなブランド確立のた
めのマネジメントシステム構築」を行う旨を記
しました。検討チームを立ち上げ、複数部署の
教職員とVIを考えるワークショップを行うと、
各々が感じる東大の誇らしい部分として、世界
の公共に貢献しようと高い志を持って研究に邁
進していることなどが挙がりました。一方、多
様性に富む学生や教職員が進取の気性を持って
新しいことに取り組んでいるのに、それがあま
り社会に伝わっていないとの指摘もありました。
　現状では、印刷物でもウェブでも、組織やプ

ロジェクトごとに違
うスタイルの発信が
されています。それ
らを見ても東大とい

う一つの組織から出たものとは思えません。
「世界の誰もが来たくなる大学」になるには、
国外に伝わることが大事だと思いました。また、
一貫したVIにより、国内では大変に強い東大
というマスターブランドの強さを構成員のだれ
もが活用できるのはチャンスだとも考えました。

　VIの軸となるロゴマークの検討では、世界
の多くの大学の事例を集めて分析したところ、
modernかtraditionalか、friendlyかformalか

という2軸で整理することができ、東大の現状
のものはtraditionalかつformalの象限に位置
づけられることがわかりました。デジタルでの
発信が主となる現代では、どのデバイスからア
クセスしてもシンプルで直感的にわかりやすい
ことがデザインの基準となっています。私がバ
イスプレジデントを務めるGoogleのロゴ変更
（2015年）もその流れに沿ったものでした。紙
が主だった時代にできたものとデジタル時代に
できたものとでは自ずと作り方が異なります。
Googleが2014年に発表したマテリアルデザイ
ンの考えが現在は主流となっています。情報の
やりとりの主流はモバイルであり、小さな画面
で見る際の視認性の高さが重要です。それを踏
まえて、formalよりfriendlyを、伝統より未
来を志向するVIを、と決めました。
　ロゴの文字部分は、黒色だと厳格で権威的な
印象につながると考え、明るくオープンな姿勢
を示すためにスクールカラーの淡青色に変更し、
黄色と淡青色の組み合わせを強調。フォントも
現代的なものに変更しました。一番のポイント
は、メインのロゴを「UTokyo」とすることです。
世界に開かれた大学のシンボルとしては、読め

東大のブランド価値を可視化する

東大のロゴマークが
変わります

広告、外資のコンサルティング、ブ

ランド企業、大学教員などを経てグ

ーグルアジア太平洋・日本マーケテ

ィング担当バイスプレジデント。

2021年4月に本学理事（総長ビジ

ョン推進担当）に就任。著書に『ワ

ーク・スマート』（中央公論新社／

2016年）ほか。本学教養学部卒。

よりModernでFriendlyなロゴに

ちょっと

理事

岩村水樹

世界の主要大学のロゴマ

ークを集め、検討チーム

で配置したポジショニン

グマップ。東大は、より

friendlyに、よりmodern

な位置へとシフトします。

formal⇄ f r iendlyは、

subtle⇄boldと考えても

おかしくないでしょう。

東大のほかが何大なのか

は想像してみてください。
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ヒラギノUD明朝
ヒラギノUD角ゴシック

Noto Serif JP
Noto Sans JPNational

Tiempos Headline

1948年　
東大マーク（旧）※

2004年　
東大マーク（現）

2024年 　　 UTokyo Logotype A

る人が限られる漢字よりも多くの人に伝わる可
能性がある英字がふさわしいと判断しました。
　これは大きな変更でした。「UTokyo」は
「University of Tokyo」の一般的な略称ですが、
浸透しているとは言えず、私自身も理事に就任
するまで知らなかったぐらいです。一方、海外
で「東京大学」と示しても「Todai」 と伝えても、
わかる人は残念ながら限られます。世界の公共
性に奉仕する大学であるために、まずは存在を
知ってもらうことが必要と判断し、思い切って
舵を切りました。場面に応じて使ってもらえる
よう漢字・英字併用のロゴ※も用意し、構成員
向けのVIガイドラインも制定しました。ルー
ルに沿えばだれでも使える、東大コミュニティ
にとってアクセシブルなVIですので、積極的
に使ってほしいと思っています。

　UTokyo Logotypeは、変化が大きい時代の
なかで、東大が世界の誰もが来てくれる場であ
るためのシンボルです。学会発表でもプレゼン
テーションでも打ち合わせでも、何か学外の人
とやりとりする際には、所属部局・部署のロゴ
と組み合わせてどんどん使ってください。
“UTokyo 時代”の始まりです。未来の世界を
見据えて新しい東大に向かおうというこのムー
ブメントにぜひ参画してください。
　そのロゴがついたTシャツを自分で着たいか
どうかという「Tシャツテスト」を考えると、
新しいUTokyo Logotypeなら私自身も着て外
に出たいと思えそうです。理事就任時、本誌で
「Unlock the Potential!」というメッセージ
を出しましたが、今回のロゴがそのためのスプ
リングボードになることを期待しています。

“UTokyo時代”の始まりです

◉部局・部署のロゴや名前と組み合わせて使えます

VIガイドラインの要点

◉推奨フォントと推奨カラーがあります

◉本学構成員（教職員・学生）は審査不要で使えます

詳しくはVIガイドラインでご確認ください

UTokyo Yellow

UTokyo Green

UTokyo Blue

UTokyo Red

White

UTokyo Purple

Black

UTokyo Light Blue

※UTokyo Logotype C（Secondary） ※東大マーク（旧）は特別な場合のみ使用が認められる場合があります。

セリフ体

サンセリフ体

従来は広報課へのメール申請→審査→許可→データ提供というフローでしたが、今後はフォー
ムから申請→データダウンロードという流れに変更。本学構成員ならロゴを使いたいときにす
ぐ使えるようになります。校友会、共同研究などの使用の際は従来同様に審査が必要です。

組織のロゴマークがある場合は、区切り線を入れ、左にUTokyo Logotype、右に組織ロゴを
配置する形で使えます。組織のロゴマークがない場合は、UTokyo Logotypeと組織の英語名
称を組み合わせる形で使えます（指定フォントの使用が必須です）。

VIガイドラインでは、コミュニケーションの場面に応じて3つの方向性を持つ8つのブランド
カラーを使うことを推奨しています。また、セリフ体とサンセリフ体の推奨フォントとして6
つのフォントを定めています。

※閲覧にはUTokyo Accountが必要です。UTokyo Portal→本部広報課→2 ロゴ
マーク　　問い合わせ：内線22031　kouhoukikaku.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

⇨ 

※詳しくはUTokyo Portalに掲載のVI
ガイドライン本体でご確認ください

2013年　英語略称をUTokyoに⇨
⇩



平等か効率か　A・M・オーカン　ドイツ社会保障の危機　A. リッター　カテゴリカルデータ解析入門　Alan Agresti　NPOと政府　E・T・ボリス　マックス・ヴェーバー　E・バウムガルテン　なぜヒトラーを阻止できなかったか　E・マティアス　現代ドイツ政治史　H・K・ルップ　ドイツ現代政治思想史　H・ヘラー　ヒトラー政権下の日常生活　H.フォッケほか　西ドイツ「過激派」通信　Herbert Wormほか　インテリ
アコーディネーター 1次試験合格教本（下）　HIPS合格対策プロジェクト　インテリアコーディネーター 1次試験合格教本　HIPS合格対策プロジェクト　非ユダヤ的ユダヤ人　I.ドイッチャー　イギリス憲法　J・A・G・グリフィス　ドイツ哲学と政治　J・デューイ　権力のネメシス　J.ウィーラー ベネット　弁護士社会アメリカの内幕　M・マコーマック　精神療法家として生き残ること　N・コルタート　ウェーバーと現
代社会学（上）　O・シュタマー　ウェーバーと現代社会学（下）　O・シュタマー　フロイト　R・ベイカー　民主主義からナチズムへ　R・ヘベルレ　パン焼き魔法のモーナ、街を救う　T・キングフィッシャー　近代合理主義の成立　W・シュルフター　ヴァイマルからナチズムへ　W・フィッシャー　メメーシス（上）　アウエルバッハ　死が最後にやってくる　アガサ・クリスティー　形而上学　アリストテレス　ユダヤ人
が語った親バカ教育のレシピ　アンドリュー・J. サターほか　英国史（上）　アンドレ・モロワ　英国史（下）　アンドレ・モロワ　いまマルクスが面白い　いいだももほか　白バラは散らず　インゲ・ショル　自分ひとりの部屋　ヴァージニア・ウルフ　ベルリン日記 1934～ 1940　ウィリアムシャイラー　哲学概論 第 2部　ヴィンデルバント　ドイツの歴史家　ヴェーラー　ドイツ帝国 1871-1918　ヴェーラー　統一ドイツ
の生活実態　ヴォルフガング グラッツァーほか　世界リスク社会論　ウルリッヒ・ベック　ワイマル共和国史　エーリッヒ・アイク　ミメーシス（下）　エーリッヒ・アウエルバッハ　コミュニティ・オブ・プラクティス　エティエンヌ ウェンガー　フランス革命についての省察（上）　エドマンド・バーク　フランス革命についての省察（下）　エドマンド・バーク　ギボン自叙伝　エドワード・ギボン　ナインハーフ　エリ
ザベス・マクニール　住宅問題　エンゲルス　空間の日本文化　オギュスタン・ベルク　ＧＥＮＴＥ 2　オノ・ナツメ　ＧＥＮＴＥ 3　オノ・ナツメ　ミニマリスト日和　おふみ　マックス・ウェーバーと現代政治　カール・レーベンシュタイン　浮世の画家　カズオ・イシグロ　わたしたちが孤児だったころ　カズオ・イシグロ　日の名残り　カズオ・イシグロ　充たされざる者　カズオ・イシグロ　わたしを離さないで　カ
ズオ・イシグロ　夜想曲集　カズオ・イシグロ　遠い山なみの光　カズオ・イシグロ　風の影（上）　カルロス・ルイス・サフォン　風の影（下）　カルロス・ルイス・サフォン　内定勝者合格実例集＆セオリー　キャリアデザインプロジェクト　ドイツ統一問題について　ギュンター グラス　パタン・ランゲージ　クリストファー・アレグザンダー　戦後ドイツ史 1945-1955　クリストフクレスマン　人間最後の言葉　クロー
ド アヴリーヌ　民俗学方法論　クローン　勇気ある人々　ケネデイ　デモクラシーの本質と価値　ケルゼン　イギリス消費者保護政策と法　ゴードンボーリー　シェイクスピア論　コールリッヂ　近代ドイツ史 1　ゴーロ・マン　近代ドイツ史 2　ゴーロ・マン　サーギル博士と巡る東大哲学散歩　ジェームズ・サーギル　ジョンがポールと出会った日　ジム・オドネル　経済発展の理論（下）　シュムペーター　租税国家の危
機　シュムペーター　「正しい政策」がないならどうすべきか　ジョナサン・ウルフ　人類危機の十三日間　ジョン・サマヴィル　深夜高速バスに 100回ぐらい乗ってわかったこと　スズキナオ　IBM奇跡のワトソンプロジェクト　スティーヴン・ベイカー　ケネディの道　ソレンセン　EU法の手引き　デイヴィッド エドワードほか　偶然の統計学　デイヴィッド・J・ハンド　マックス・ウェーバー　ディルク・ケスラー　
否定弁証法　テオドール・W. アドルノ　自殺論　デュルケーム　世界の大思想 34 トインビー　ハンニバルの遺産　トインビー　宗教と資本主義の興隆（上）　トーニー　宗教と資本主義の興隆（下）　トーニー　カラマーゾフの兄弟（中）　ドストエフスキー　カラマーゾフの兄弟（下）　ドストエフスキー　13羽の怒れるフラミンゴ　ドナ・アンドリュース　大学 1年生の歩き方　トミヤマユキコほか　あん　ドリアン助川　
生ける屍　トルストイ　ルネサンスと宗教改革　トレルチ　民族という名の宗教　なだいなだ　経済民主主義　ナフタリ　人間的、あまりに人間的　ニーチェ　最新最強のWebテストクリア問題集　ネオキャリア　クリオの顔　ノーマン　哲学的・政治的プロフィール（上）　ハーバーマス　西洋音楽史　パウルベッカー　ロンバード街　バジョット　論文の技法　ハワード・S・ベッカー　ドイツ社会法の構造と展開　ハンス・
F. ツァハーほか　ドイツ社会史の諸問題　ハンス・ローゼンベルク　人類学とは何か　ピーコック　社会政策の国際的展開　ピート アルコックほか　3秒でハッピーになる名言セラピー　ひすいこたろう　市民の国について (上 ) 　ヒューム　市民の国について (下 ) 　ヒューム　権力と良心　フィールハーバー　世界強国への道Ⅰ　フィッシャー　中世都市成立論　プラーニッツ　近代民主政治（二）　ブライス　近代民主政治
（一）　ブライス　近代民主政治（三）　ブライス　ドイツの独裁Ⅰ　ブラッハー　ドイツの独裁Ⅱ　ブラッハー　サイキス・タスク　フレイザー　歴史における個人の役割　プレハーノフ　日常生活に於ける精神病理　フロイド　ドイツ語手紙の書き方　ヘルタ・ヤーン　悲劇エムペードクレス　ヘルダーリン　できる研究者の論文生産術　ポール .J・シルヴィア　スターリン主義を語る　ボッファほか　ハーバーマスとアメリ
カ・フランクフルト学派　マーティン・ジェイ　解釈としての社会批判　マイケル・ウォルツァー　セラピストとクライエント　マイケル・カーン　君主論　マキアヴェリ　賃労働と資本　マルクス　賃労働と資本　マルクス　風と共に去りぬ（一）　ミッチェル　風と共に去りぬ（二）　ミッチェル　エンデ全集 11 スナーク狩り　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 12 魔法のカクテル　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 14 メルヒェ
ン集　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 15 オリーブの森で語りあう　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 18 エンデのメモ箱（上）　ミヒャエルエンデ　紛争の心理学　ミンデル　市場経済秩序における法の課題　メストメッカー　赤毛のアン　モンゴメリ　形而上学叙説　ライプニツ　インディアスの破壊についての簡潔な報告　ラス・カサス　近代国家における自由　ラスキ　未開社会の思惟（上）　リュシアン・レヴィ =ブリュ
ル　未開社会の思惟（下）　リュシアン・レヴィ =ブリュル　資本論を読む（上）　ルイ・アルチュセールほか　社会的民事訴訟　ルドルフ バッサーマン　世界史の流れ　レーオポルト・フォンランケ　哲学ノート 2　レーニン　ヴァイマル共和国成立史　ローゼンベルク　書物の秩序　ロジェシャルチエ　ハーバード流交渉術　ロジャーフィッシャー　内部の敵　ロバート・F・ケネディ　現代社会学入門（一）　ロバート・ニ
スベ rット　現代社会学入門（四）　ロバート・ニスベ rット　現代社会学入門（三）　ロバート・ニスベ rット　現代社会学入門（二）　ロバート・ニスベ rット　聞く力　阿川佐和子　米軍と農民　阿波根 昌鴻　近世村落の構造と農家経営　阿部昭　電気伝導　阿部龍蔵　アジア法ガイドブック　鮎京正訓読　マーケティングの基本　安原 智樹　憲法学読本　安西文雄　アジアの法と社会　安田信之　公訴権と二元的刑罰権論
　安藤泰子　都市法概説　安本典夫　司法の犯罪　伊佐千尋　逆転　伊佐千尋　モダンタイムス（下）　伊坂幸太郎　モダンタイムス（上）　伊坂幸太郎　あるキング　伊坂幸太郎　死神の浮力　伊坂幸太郎　死神の精度　伊坂幸太郎　シュンペーター　伊東光晴ほか　あたらしい機械学習の教科書　伊藤真　イギリス公法の原理　伊藤正己　日本近代造船の礎　伊藤稔　交響する社会　井手英策　「日本国憲法」を読み直す　井
上ひさしほか　あの人と和解する　井上孝代　哲学塾　自由論　井上達夫　人工知能と経済の未来　井上智洋　大英帝国という経験　井野瀬久美惠　体にあらわれる心の病気　磯部潮　キク英文法　一杉 武史　楽しく学べる「知財」入門　稲穂健市　近代相続法の研究　稲本洋之助ほか　日本の土地法　稲本洋之助ほか　日本の家族 1999-2009　稲葉昭英ほか　行政手続法の理論　宇賀克也　近代経済学の再検討　宇沢弘文　
資本論の経済学　宇野弘蔵　もっと知りたい大学教員の仕事　羽田貴史　緑の党　永井清彦　オッペケペー節と明治　永嶺 重敏 　ショーペンハウアー　遠山義孝　財産法　遠藤 浩ほか　地方分権の検証　遠藤宏一　深い河　遠藤周作　新弁護士懲戒論　遠藤直哉　新弁護士懲戒論業務論　遠藤直哉　ガバナンスを政治の手に　塩崎恭久　ガバナンスを政治の手に　塩崎恭久　「国会原発事故調査委員会」立法府からの挑戦状　
塩崎恭久　ローマ世界の終焉（上）　塩野七生　ローマ世界の終焉（中）　塩野七生　ローマ世界の終焉（下）　塩野七生　60冊の書物による現代社会論　奥井智之　イン・ザ・プール　奥田英朗　請求権概念の生成と展開　奥田晶道　資本論小辞典　岡崎次郎　心理臨床の創造力　岡昌之　カウンセリングのエチュード　岡村達也ほか　カウンセリングのエチュード　岡村達也ほか　ウィトゲンシュタイン　岡田雅勝　「自治体
消滅論」を超えて　岡田知弘　震災からの地域再生　岡田知弘　写真総合　岡嶋和幸　サンフランシスコ発：社会変革 NPO　岡部一明　誰でも分かる著作権　岡本 薫　著作権の考え方　岡本薫　スペイン語のしくみ　岡本信照　市民社会セクターの可能性　岡本仁宏　災害復興法学　岡本正　自分の中に毒を持て　岡本太郎　フィンランド語辞典　荻島 崇　原発に子孫の命は売れない　恩田勝亘　夜の底は柔らかな幻（上）　
恩田陸　夜の底は柔らかな幻（下）　恩田陸　よくわかる臨床心理学　下山晴彦　教育心理学Ⅱ　下山晴彦　実践心理アセスメント　下山晴彦ほか　環境倫理学のすすめ　加藤 尚武　天国だった、けど　加藤健　概説イギリス憲法　加藤紘捷　続　羊の歌　加藤周一　羊の歌　加藤周一　私の昭和史　加藤周一　日本人の死生観（上）　加藤周一ほか　同時代人丸山眞男を語る　加藤周一ほか　神様のカルテ　夏川草介　神様の
カルテ 2　夏川草介　神様のカルテ 3　夏川草介　分水嶺　河合香織　こころの処方箋　河合隼雄　ドイツ民法（上）　河内宏　論文の書き方マニュアル　花井 等ほか　社会心理学入門　我妻洋　社会心理学入門（下）　我妻洋　土地法のパラドックス　戒能 通厚　西郷隆盛　二　海音寺潮五郎　西郷隆盛　一　海音寺潮五郎　西郷隆盛　三　海音寺潮五郎　作文の技術　外岡秀俊　オランダの持続可能な国土・都市づくり　角
橋徹也　キッドナップ・ツアー　角田光代　徳政令　笠松宏至　都市防災学　梶 秀樹　現代政治学叢書 6　政治参加　蒲島郁夫　弘前大学教授夫人殺人事件　鎌田慧 　オックスフォードからの警鐘　苅谷 剛彦　イギリスの大学・ニッポンの大学　苅谷剛彦　丸山眞男　間宮陽介　ケインズとハイエク　間宮陽介　講座社会学 9 政治　間場寿一　更級日記　関根慶子　1テーマ 5分で原因と結末がわかる世界史　関真興　検証　
東日本大震災　関西大学社会安全学部　教育現場のケアと支援　丸山広人　「文明論之概略」を読む（上）　丸山真男　「文明論之概略」を読む（中）　丸山真男　「文明論之概略」を読む（下）　丸山真男　日本政治思想史研究　丸山眞男　業界と職種がわかる本　岸 健二　地域金融システムの分析　岩佐代市　土地と住宅の経済学　岩田規久男　住宅の経済学　岩田規久男ほか　現代の貧困　岩田正美　岩波文庫解説総目録（上）
　岩波文庫編集部　岩波文庫解説総目録（中）　岩波文庫編集部　岩波文庫解説総目録（下）　岩波文庫編集部　ナチス追及　希田幸男　新版注釈民法（15）債権　幾代通ほか　オトナ女子の気くばり帳　気くばり調査委員会　超近代の法　季 衛東　第三閲覧室　紀田順一郎　コメディカルのための社会福祉概論　鬼崎信好ほか　大学とは何か　吉見俊哉　日本人は思想したか　吉本隆明ほか　君たちはどう生きるか　吉野源三
郎　封印される不平等　橘木俊詔　現代アメリカ政治と公共利益　久保文明　静かな雨　宮下奈都　「日常的貧困」と社会的排除　宮坂順子　法治国理念と官僚制　宮崎良夫　西ドイツの精神構造　宮田光雄　岩波小辞典　社会学　宮島 喬 　幻色江戸ごよみ　宮部みゆき　パーフェクト・ブルー　宮部みゆき　福祉国家という戦略　宮本太郎　楚辞　橋本循　モリのアサガオ 1　郷田マモラ　モリのアサガオ 3　郷田マモラ　モ
リのアサガオ 5　郷田マモラ　モリのアサガオ 7　郷田マモラ　モリのアサガオ 2　郷田マモラ　モリのアサガオ 4　郷田マモラ　モリのアサガオ 6　郷田マモラ　モリのアサガオ番外編　郷田マモラ　日没　桐野夏生　学びのティップス　近田政博　タルト・タタンの夢　近藤史恵　明るいほうへ　金子みすゞ　ボランティア　もうひとつの情報社会　金子郁容　家族という関係　金城清子　いまどきのこども 1　玖保キリコ
　表現の自由Ⅰ　駒村圭吾ほか　日本の近代化と土地法　熊谷開作　マルクス　資本論の哲学　熊野純彦　証言　水俣病　栗原彬　ナチズム体制の成立　栗原優　現代の新聞　桂敬一　デジタルコンテンツの著作権 Q&A　結城哲彦　官邸官僚が本音で語る権力　兼原信克ほか　地方自治法　兼子仁　憲法読本（上）　憲法問題研究会　憲法読本（下）　憲法問題研究会　基礎からの物理学　原康夫　NPO再構築への道　原田 晃
樹ほか　常設展示室　原田マハ　ハグとナガラ　原田マハ　現代の都市法　原田純孝ほか　入門　犯罪心理学　原田隆之　希望のつくり方　玄田有史　希望学　玄田有史　ゆるい職場　古屋星斗　法医学ノート　古畑種基　ドイツ経済　戸原四郎ほか　「科学的思考」のレッスン　戸田山和久　公共事業をどうするか　五十嵐 敬喜ほか　都市計画法改正　五十嵐 敬喜ほか　リカ　五十嵐貴久　リターン　五十嵐貴久　大学の未
来地図　五神真　大学の未来地図　五神真　変革を駆動する大学　五神真　新しい経営体としての東京大学　五神真　大国ドイツの進路　五島昭　条約改正史　五百旗頭薫　人生案内　五木寛之　失踪日記　吾妻ひでお　失踪日記 2アル中病棟　吾妻ひでお　現代ドイツ化学企業史　工藤章　現代日本企業グローバル・レビュー　工藤章ほか　ともだちは緑のにおい　工藤直子　法と裁判　広中俊雄　法曹の比較法社会学　広
渡清吾　人間形成の日米比較　恒吉僚子　憲法構想　江村栄一 　お菓子帖　綱島理友　現代作家アーカイヴ 1　高橋 源一郎ほか　基礎からのWordPress　高橋のり　あぶ・らぶ　高橋鐡　おいしいごはんが食べられますように　高瀬隼子　幻の長くつしたのピッピ　高畑勲ほか　一・二年生の花　高木誠　こう動く！就職活動オールガイド　高嶌悠人　韓国法　高翔龍　カオスの時代の合意学　合意形成研究会　よくわかる宇
宙と地球のすがた　国立天文台　〈総合資料学〉の挑戦　国立歴史民俗博物館　岡山の図書館　黒崎 義博　ケネディ大統領演説集　黒田和雄　住民投票　今井一　スプートニクの落とし子たち　今野浩　ふしぎの国のバード 1　佐々大河　近代政治思想の誕生　佐々木毅　現代政治学の名著　佐々木毅　現代政治学の名著　佐々木毅　公と私の思想史　佐々木毅ほか　公と私の社会科学　佐々木毅ほか　欧米における公と私　
佐々木毅ほか　甦るフロイト思想　佐々木孝次　おたんこナース　1　佐々木倫子　おたんこナース　2　佐々木倫子　おたんこナース　3　佐々木倫子　おたんこナース　4　佐々木倫子　おたんこナース　5　佐々木倫子　おたんこナース　6　佐々木倫子　あなたの小説にはたくらみがない　佐藤誠一郎　明るい夜に出かけて　佐藤多佳子　しゃべれどもしゃべれども　佐藤多佳子　ダイバーシティ経営と人材マネジメント　
佐藤博樹　実証研究　日本の人材ビジネス　佐藤博樹ほか　新しい人事労務管理　佐藤博樹ほか　結婚の壁　佐藤博樹ほか　人を活かす企業が伸びる　佐藤博樹ほか　出会いと結婚　佐藤博樹ほか　隠された思考　佐伯啓思　「欲望」と資本主義　佐伯啓思　判例六法　佐伯仁志ほか　勝ちを制するに至れり（上）　佐木隆三　勝ちを制するに至れり（下）　佐木隆三　現代経済学の名著　佐和隆光　湘南太平記　斎藤栄　インコ
の心理がわかる本　細川博昭　ネガティブ・マインド　坂本真士　内定者が本当にやった究極の自己分析　19年版　阪東恭一　内定者が本当にやった究極の自己分析　18年版　阪東恭一　英語論文によく使う表現　崎村耕二　英語論文によく使う表現　崎村耕二　個人主義の運命　作田啓一　思想としての 60年代　桜井哲夫　〈自己責任〉とは何か　桜井哲夫　フェイクニュースを科学する　笹原和俊　丸山真男論ノート　
笹倉 秀夫　風が強く吹いている　三浦しをん　東欧革命　三浦元博ほか　まなざしのレッスン　三浦篤　あなたに伝えたい政治の話　三浦瑠麗　英語は世界を広げる　三宅義和　ウソ発見　三宅進　戦後ドイツ　三島憲一　入会林野の変容と現代的意義　山下詠子　社会心理学　山口勧　アフリカの神話的世界　山口昌男　文化人類学への招待　山口昌男　現代ヨーロッパ史の視点　山口定　現代政治学叢書 3 政治体制　山口
定　現代ヨーロッパ政治史（下）　山口定　現代ヨーロッパ政治史（上）　山口定　ファシズム　山口定　地震・憲兵・火事・巡査　山崎 今朝弥ほか　解析学概論Ⅰ　山崎圭次郎　大学の英語教育を変える　山地弘起　日本資本主義分析　山田 盛太郎　レギュラシオン理論　山田鋭夫　ライフスタイルとライフコース　山田昌弘ほか　新生児　山内逸郎　システムと生活世界　山之内靖ほか　日本社会科学の思想　山之内靖ほか
　金属 ミニマム &マキシマム　山部 恵造　アリストテレス　山本光雄　トマス・アクィナス肯定の哲学　山本芳久　不当条項規制と自己責任・契約正義　山本豊　ナチズムと大学　山本尤　建物区分所有の構造と動態　山野目章夫　自然災害と被災者支援　山﨑栄一　サバイバル心理試験　山﨑友丈　ウィンチップス　仕事場　最後の将軍　徳川慶喜　司馬 遼太郎　学ぶ意欲の心理学　市川伸一　江戸藩邸物語　氏家幹人　
日本の財政と社会保障　持田信樹　沈黙の艦隊解体新書　時尾 輝彦　日本 を強くしなやかに　自由民主党国土強靭化総合調査会　男の座標軸　鹿嶋敬　婦人・女性・おんな　鹿野誠直　市町村合併による防災力空洞化　室崎益輝ほか　ドイツ革命史序説　篠原一　勉強にハマる脳の作り方　篠原菊紀　英国契約法概説　守屋　善輝　アドルフに告ぐ（一）　手塚治虫　ア
ドルフに告ぐ（二）　手塚治虫　アドルフに告ぐ（三）　手塚治虫　アドルフ に告ぐ（四）　手塚治虫　科学者という仕事　酒井邦嘉　ドラッカーの教えどおり、経営してきました　酒巻 久　見抜く力　酒巻久　リーダーにとって大切なことはすべて課長時代に学べる　酒巻久　ストーンパワーの秘密　秋月菜央　ウェーバー　出口勇蔵　日本の法　緒方桂子　市場の声　小
塩隆士　ダーリンは外国人　まるっとベルリン 3年め　小栗 左多里　震災後の自治体ガバナンス　小原隆治ほか　住民参加手続の法理　小高剛　フレームアップ　小此木真三郎　トクヴィル　小山勉　英語で話すヒント　小松達也　体制転換と法　小森田秋夫　デカルト =哲学のすすめ　小泉義之　英語論文すぐに使える表現集　小田 麻里子ほか　刑事訴訟法の歴史的分析　小田聡樹　現代刑事訴訟法論　小田中聡樹　現代イ
タリアの社会保障　小島晴洋ほか　裁判外紛争処理と法の支配　小島武司　丸山眞男と清水幾太郎　小幡清剛　国際会議のための英語　小野 義正 　漢語課本　小野秀樹ほか　白銀の墟 玄の月（一）　小野不由美　白銀の墟 玄の月（二）　小野不由美　白銀の墟 玄の月（三）　小野不由美　白銀の墟 玄の月（四）　小野不由美　テムズの川霧が消えた　小林一喜　「ゆっくり動く」と人生が変わる　小林弘幸　憲法第九条　小林直
樹　非営利放送とは何か　松浦さと子ほか　教育論の新常識　松岡亮二　タスク・ベースの英語指導　松村昌紀　英語ディベート理論と実践　松本 茂ほか　風の視線（上）　松本清張　風の視線（下）　松本清張　動機づけ研究の最前線　上淵寿　市民社会とは何か　植村邦彦　安倍首相への手紙　信州ML管理人会　憲法Ⅰ 総論・統治　新井誠ほか　憲法Ⅱ 人権　新井誠ほか　図でよむ心理学　学習　新井邦二郎　落日の建築
家　新庄宗昭　現代ドイツの外交と政治　森井裕一　地域の社会学　森岡清志　出会いなおし　森絵都　変貌する法科大学院と弁護士過剰社会　森山文昭　世界各国史　スイス・ベネルクス史　森田 安一　ニュース英語のリスニング　森田勝之　サッチャー時代のイギリス　森嶋通夫　サッチャー時代のイギリス　森嶋通夫　行政救済法　神橋一彦　もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら　神田桂一　南京事件　
秦郁彦　労働の法　水谷英夫　丸山真男　水谷三公　労働法改革　水町勇一郎ほか　ドイツ流街づくり読本　水島信　水木しげるのカランコロン　水木しげる　限界革命の経済思想　杉原 四郎　大学教授という仕事　杉原厚吉　国民代表の政治責任　杉原康雄　きのうの祖国　杉山隆男　エントリーシート・履歴書　杉村太郎ほか　近代経済学の解明 上　杉本 栄一 　近代経済学の解明 下　杉本 栄一 　よみがえるコミュニティ
　杉万敏夫　新・家族の時代　菅原 真理子　利用者が求める民事訴訟の実践　菅原郁夫ほか　世界経済・社会統計　世界銀行　卵の緒　瀬尾まいこ　そして、バトンは渡された　瀬尾まいこ　世界歴史大系　ドイツ史 1　成瀬 治ほか　世界歴史大系　ドイツ史 2　成瀬 治ほか　世界歴史大系　ドイツ史 3　成瀬 治ほか　ウエスト出版社物語　成田博　最新最強の SPIクリア問題集　成美堂出版編集部　最新最強の適性検査クリ
ア問題集　成美堂出版編集部　最新最強のインターンシップ　成美堂出版編集部　戦後史　正村公宏　戦後史（上）　正村公宏　産業主義を越えて　正村公宏　2050年　新しい地域社会を創る　生協総合研究所　ハイデルベルク　生松敬三　都市法入門講義　生田長人　防災の法と仕組み　生田長人　「非モテ」からはじめる男性学　西井開　i（アイ）　西加奈子　歴史と哲学の対話　西研ほか　学問　西部 邁　新会社法　青竹
正一　1分間英会話 360　石井 貴士　日本近代思想大系　法と秩序　石井 紫郎　日本建築の再生　石井 和紘　英語スピーキングルールブック　石井洋佑　東大教授の通信簿　石浦章一　人文学と著作権問題　石岡 克俊ほか　世界最大の気象情報会社になった日　石橋博良　天才　石原慎太郎　大学生の論文執筆法　石原千秋　地球環境報告　石弘之　戦後政治史　石川真澄　現代の階層社会　石田 浩　地中海新ローマ帝国へ
の道　石田憲　地球を見つめる「平和学」　赤井純治　十九世紀ドイツ私法学の実像　赤松秀岳　社会国家を生きる　川越修ほか　小説の解釈戦略　川口 喬一　鳥類学者だかって、鳥が好きだと思うなよ。　川上和人　ドイツ法・ヨーロッパ法の展開と判例　川添 利幸ほか　イデオロギーとしての家族制度　川島武宜　日本人の法意識　川島武宜　日本人の法意識　川島武宜　日本人の法意識　川島武宜　ロールズ　正義の原
理　川本隆史　論証のレトリック　浅野 楢英　犯罪報道の犯罪　浅野健一　新・犯罪報道の犯罪　浅野健一　市民社会における制度改革　浅野正彦　フランス家族事情　浅野素女　国会と政治改革　前田英昭　日本の治安は再生できるか　前田雅英　現代行政法入門　曽和 俊文ほか　現代行政法入門　第 3版　曽和 俊文ほか　大学職員のリアル　倉部史記　ADRの基本的視座　早川 吉尚ほか　居住福祉　早川和男　一問一答
　新・会社法　相澤哲　議論の論理　足立幸男　現代政治学叢書 15　地方自治　村松岐夫　アンダーグラウンド　村上春樹　ノルウェイの森（上）　村上春樹　ノルウェイの森（下）　村上春樹　騎士団長殺し　第 1部　　村上春樹　騎士団長殺し　第 2部　（上）　村上春樹　騎士団長殺し　第 2部　　村上春樹　新中間大衆の時代　村上泰亮　モノグラフ 22 統計　村上哲哉　eメールの達人になる　村上龍　柔らかなこころ、
静かな想い　村瀬嘉代子　ドイツ現代史　村瀬興雄　コンビニ人間　村田沙耶香　バイオ実験　英語でトライ！　村澤 聡ほか　私の大学論　大河内一男　現職人事が書いた「自己 PR・志望動機・提出書類」の本　大賀英徳　現職人事が書いた「面接試験・官庁訪問」の本　大賀英徳　真理とは何か　大熊正　ドイツ正統史学の国際政治思想　大原俊一郎　新しい文学のために　大江健三郎　戒厳令　大江志乃夫　あたらしい憲
法のはなし 　大江志乃夫ほか　アデナウアーと吉田茂　大獄秀夫　再軍備とナショナリズム　大獄秀夫　配達あかずきん　大崎梢　感覚＋知覚ハンドブック　大山 正ほか　早川雪洲　大場 俊雄　教育心理学Ⅰ　大村彰道　ルールはなぜあるのだろう　大村敦志　法源・解釈・民法学　大村敦志　夜明けまで眠らない　大沢在昌　要件事実論と民法学との対話　大塚 直ほ
か　 生 命 DNA化学の最前線　大島泰郎　現代ドイツ社会史研究序説　大野英二　ドイツ資本主義論　大野英二　都市開発を考える　大野輝之　日本語練習帳　大野晋　日本政治の対立軸　大嶽 秀夫　民主的司法の展望　大澤 恒夫ほか　日本のテレビ・ドキュメンタリー　丹羽 美之　半沢直樹 2　池井戸潤　七つの会議　池井戸潤　記号論への招待　池上嘉彦　ルポひ
きこもり未満　池上正樹　教師になるということ　池田修　剣客商売　池波正太郎　剣客商売　隠れ蓑　池波正太郎　剣客商売　天魔　池波正太郎　剣客商売　春の嵐　池波正太郎　剣客商売　波紋　池波正太郎　剣客商売　新妻　池波正太郎　剣客商売　二十番斬り　池波正太郎　辻斬り　池波正太郎　剣客商売　池波正太郎　剣客商売　浮沈　池波正太郎　剣客商売　白い鬼　池波正太郎　剣客商売　待ち伏せ　池波正太
郎　剣客商売　陽炎の男　池波正太郎　剣客商売　十番斬り　池波正太郎　憲法制定史　竹前栄治　「自分」を生きるための思想入門　竹田 青嗣　「からだ」と「ことば」のレッスン　竹内 敏晴 　「ネイチャー」を英語で読みこなす　竹内薫　就活の教科書　竹内健登　経済倫理学のすすめ　竹内靖雄　フィードバック入門　中原淳　発達障害の臨床　中根晃　タテ社会の力学　中根千枝　近世日本の科学思想　中山茂　新版 K
式発達検査反応実例集　中瀬惇ほか　協同組合は「未来の創造者」になれるか　中川雄一郎　女性のセルフ・フィットネス　中村 延江　犯罪の心理学　中村希明　フランスの裁判制度　中村義孝　名君の碑　中村彰彦　東大生のジレンマ　中村正史　EU研究の新地平　中村民雄　東アジア共同体憲章案　中村民雄ほか　EU法基本判例集　中村民雄ほか 　問題群　中村雄二郎　述語集　中村雄二郎　哲学の現在　中村雄二郎　
知の旅への誘い　中村雄二郎ほか　雪片曲線論　中沢新一　野ウサギの走り　中沢新一　リスクの社会心理学　中谷内一也　長いお別れ　中島京子　中内功回想録　中内功　東大で生まれた究極のエントリーシート　中尾 政之ほか　ココがわかると科学ニュースは面白い　中野不二男　心理学マニュアル　観察法　中澤 潤　激動の東西ドイツ　仲井斌　生化学・分子生物学演習　猪飼篤ほか　窮乏の農村　猪俣 津南雄　人見
絹枝の世界　猪木 正実　世界の歴史　冷戦と経済繁栄　猪木武穂ほか　中国トウモロコシ産業の展開過程　張馨元　桐島、部活やめるってよ　朝井リョウ　NHK国際放送が選んだ日本の名作　朝井リョウほか　田村はまだか　朝倉かすみ　債権総論　潮見佳男　オランダモデル　長坂寿久　新しいヘーゲル　長谷川宏　純粋雑学　長尾龍一　オーダー・メイドの街づくり　鳥海基樹　中国詩人伝　陳舜臣　Q&A　被災者生活再
建支援法　津久井進　心を鍛える「超」瞑想法　津田優　転換期の中国　辻康吾　ドイツ民事訴訟の実務　辻千晶　ハケンアニメ！　辻村深月　ツナグ　辻村深月　統一ドイツのゆくえ　坪郷 實　労働市場制度改革　鶴光太郎ほか　人と技術をつなぐ企業　鶴蒔靖夫　共和主義者モンテスキュー　定森亮　著作権法概説　田村善之　まちづくりの発想　田村明　土地の経済学　田中啓一　ことばと国家　田中克彦　ことばと国
家　田中克彦　靖国の戦後史　田中伸尚　日の丸・君が代の戦後史　田中伸尚　中国ビジネス法の理論と実務　田中信行　ナショナル・アイデンティティの国際比較　田辺俊介　国際経済の政治学　渡部経彦　心理検査法入門　渡部洋　認識とパタン　渡辺 慧　中世ローマ帝国　渡辺金一　コンスタンティノープル千年　渡辺金一　トランス・ジェンダーの文化　渡辺恒夫　現代家族の構造と変容　渡辺秀樹ほか　財産権論　
渡辺洋三　家族と法　渡辺洋三　入会と財産区　渡辺洋三　置かれた場所で咲きなさい　渡辺和子　フランス現代史　渡邊 啓貴　英米哲学入門　渡邊二郎　描く、観る、演じる アートの力　渡邉慶一郎ほか　正義の論理　土場学ほか　最新リスクマネジメントがよ～くわかる本　東京海上日動リスクコンサルティング　2030年超高齢未来　東京大学ジェロントロジーコンソーシアム 　医療政策入門　東京大学医療政策人材養
成講座　ふたごと教育　東京大学教育学部附属中等教育学校　教養英語読本Ⅱ　東京大学教養学部英語部会　教養英語読本Ⅱ　東京大学教養学部英語部会　基礎化学実験　東京大学教養学部化学部会　基礎生命科学実験　東京大学教養学部基礎生命科学実験編集委員会　東大がつくった高齢社会の教科書　東京大学高齢社会総合研究機構　地域包括ケアのすすめ　東京大学高齢社会総合研究機構　日本史の森をゆく　東京大学
史料編纂所　「失われた 10年」を超えてⅡ　東京大学社会科学研究所　教養としての身体運動・健康科学　東京大学身体運動科学研究室　法教育への扉を叩く 9つの授業　東京大学法科大学院・出張教室　コロナ以後の東アジア　東大社研現代中国研究拠点　夢幻花　東野圭吾　人魚の眠る家　東野圭吾　ダイイング・アイ　東野圭吾　放課後　東野圭吾　パラレルワールド・ラブストーリー　東野圭吾　祈りの幕が下りる時
　東野圭吾　疾風ロンド　東野圭吾　電子出版と電子図書館の最前線を創り出す　湯浅 俊彦　出版ビジネスと図書館　湯浅俊彦　隠し剣狐影抄　藤沢周平　蝉しぐれ　藤沢周平　秘太刀馬の骨　藤沢周平　三屋清左衛門残日録　藤沢周平　個人化する社会と行政の変容　藤谷忠昭　都市の論理　藤田弘夫　わなと裁判　道田信一郎　読書と社会科学　内田義彦　社会認識の歩み　内田義彦　ミシェル・フーコー　内田隆三　ド
イツ再統一とトルコ人移民労働者　内藤 正典ほか　世界各国史　ドナウ・ヨーロッパ史　南塚 信吾　日本的自我　南博　行動科学における統計解析法　南風原 朝和 ほか　就活の勘違い　楠木 新　京都ゆうても端のほう 4　二星天　京都ゆうても端のほう 5　二星天　法と実務　9　日弁連法務研究財団　法と実務　10　日弁連法務研究財団　法と実務　14　日弁連法務研究財団　法と実務　15　日弁連法務研究財団　この国を
根こそぎ！　日本を根っこから変える保守の会　ハイブリッド・リーディング　日本記号学会　きけ わだつみのこえ　日本戦没学生記念会　展示論　日本展示学会　市民に身近な裁判所へ　日本弁護士連合会　条解弁護士法　日本弁護士連合会調査室　臨床心理士の歩みと展望　日本臨床心理士資格認定協会　ガバナンスと日本　納家 政嗣ほか　イタリアの政治　馬場 康雄ほか　ヨーロッパ政治ハンドブック　馬場 康雄ほか
　葬られた王朝　梅原猛　戦後日本の革新思想　梅本克己ほか　私の知的生産の技術　梅棹忠夫　知的生産の技術　梅棹忠夫　初歩からの統計学　白砂堤津耶　独禁法講義　白石忠志　変化する社会の不平等　白波瀬佐和子　英語論文に使う表現文例集　迫村 純男ほか　まことの華姫　畠中恵　私とパーソンセンタード・アプローチ　飯長喜一郎ほか　ドイツ現代政治史　飯田収治ほか　ヒルファディング金融資本論入門　飯
田裕康ほか　自由と国家　樋口陽一　憲法と裁判　樋口陽一ほか　流動期の日本政治　樋渡展洋　政党政治の混迷と政権交代　樋渡展洋ほか　SPI3＆テストセンター　尾藤 健　ガラスの仮面 2　美内すずえ　ガラスの仮面 5　美内すずえ　ガラスの仮面 7　美内すずえ　ガラスの仮面 9　美内すずえ　ガラスの仮面 12　美内すずえ　ガラスの仮面 14　美内すずえ　ガラスの仮面 16　美内すずえ　ガラスの仮面 18　美内すずえ
　ガラスの仮面 21　美内すずえ　ガラスの仮面 23　美内すずえ　ガラスの仮面 25　美内すずえ　ガラスの仮面 27　美内すずえ　ガラスの仮面 29　美内すずえ　ガラスの仮面 31　美内すずえ　ガラスの仮面 33　美内すずえ　ガラスの仮面 35　美内すずえ　ガラスの仮面 4　美内すずえ　ガラスの仮面 6　美内すずえ　ガラスの仮面 8　美内すずえ　ガラスの仮面 11　美内すずえ　ガラスの仮面 13　美内すずえ　ガラスの仮
面 15　美内すずえ　ガラスの仮面 17　美内すずえ　ガラスの仮面 20　美内すずえ　ガラスの仮面 22　美内すずえ　ガラスの仮面 24　美内すずえ　ガラスの仮面 26　美内すずえ　ガラスの仮面 28　美内すずえ　ガラスの仮面 30　美内すずえ　ガラスの仮面 32　美内すずえ　ガラスの仮面 34　美内すずえ　ガラスの仮面 1　美内すずえ　ガラスの仮面 2　美内すずえ　ガラスの仮面 3　美内すずえ　世界各国史　北欧史　百
瀬 宏ほか　社会変動の中の福祉国家　富永 健一　馬鹿一　武者小路実篤　福祉レジームの日韓比較　武川正吾ほか　風土記　武田祐吉　メールカウンセリング　武藤清栄ほか　インターネットビジネスの著作権とルール　福井 健策ほか　世界各国史　フランス史　福井憲彦　ロハスの思考　福岡伸一　生物と無生物のあいだ　福岡伸一　ヘーゲルに還る　福吉勝男　丸山真男とその時代　福田 歓一　モンスターマザー　福田
ますみ　近代民主主義とその展望　福田歓一　結婚と家族　福島瑞穂　平和を愛する世界人として　文鮮明　日蝕　平野啓一郎　刑事訴訟法　平野龍一　理系のためのプレゼンのアイディア　平林純　探求Ⅰ　柄谷行人　NO CALL NO LIFE　壁井ユカコ　ホンダ式一点バカ　片山修　心理学マニュアル　面接法　保坂 亨ほか　法律用語辞典　法令用語研究会　サッチャリズムの世紀　豊永郁子　労働における事実と法　豊川義
明　ハーバーマスの社会理論　豊泉周治　新聞記者　望月衣塑子　英米法　望月礼二郎　軍服を着る市民たち　望田幸男　シャーロック・ホームズ　秘宝の研究　北原尚彦　ドイツ・デモクラシーの再生　北住炯一　近代ドイツ官僚国家と自治　北住炯一　凶笑面　北森鴻　契約責任の研究　北川善太郎　講座社会学 5 産業　北川隆吉　認知と感情　北村英哉　近代イタリアの歴史　北村暁夫　名短篇、ここにあり　北村薫ほ
か　構造主義　北沢方邦　公務員をめざす人の本　北里 敏明　人身売買　牧英正　本当は怖い日本史　堀江宏樹　時事英語の総合演習　堀江洋文ほか　難民問題とは何か　本間 浩　国土計画を考える　本間義人　ゾウの時間ネズミの時間　本川達雄　企業・大学はグローバル人材をどう　本名信行ほか　身ぶりからことばへ　麻生武　嘘の効用（上）　末弘厳太郎　東アジア福祉システムの展望　末廣昭　鬼譚　夢枕獏　新ら
くらくマクロ経済学入門　茂木喜久雄　10日でおぼえる Dreamweaver CS3入門教室　茂木葉子　現代イギリス社会政策史　毛利健三　ヨーロッパのデモクラシー　網谷 龍介ほか　医学的介入の研究デザインと統計　木原雅子　新耳袋　第二夜　木原浩勝ほか　新耳袋　第三夜　木原浩勝ほか　新耳袋　木原浩勝ほか　昨夜のカレー、明日のパン　木皿泉　ハイデガーの思想　木田元　茗荷谷の猫　木内昇　消費生活協同組合
法　目崎雅之　狭山裁判（上）　野間宏　狭山裁判（下）　野間宏　「超」整理法 3　野口 悠紀雄　「超」文章法　野口悠紀雄　続「超」整理法・時間編　野口悠紀雄　改正都市計画法　野口和雄　逆説論理学　野崎昭弘　詭弁論理学　野崎昭弘　ジョンブルとアンクルサム　野村 恵造　ソーシャルワーク・入門　野村 豊子ほか　リーディングスネットワーク論　野沢慎司　内村鑑三とラアトブルフ　野田良之　法律学習マニュア
ル　弥永真生　自分を休ませる練習　矢作直樹　地域社会の政策とガバナンス　矢澤 澄子ほか　翻訳語成立事情　柳父章　最新！ SPI3【完全版】　柳本 新二　すべてのいのちが愛おしい　柳澤桂子　帝国の昭和　有馬学　官僚制　警察　由井 正臣ほか　地域社会と協働するコミュニティ・バンク　由里宗之　散り椿　葉室 麟　韓国司法制度と梅謙次郎　李英美　二十歳のころ　立花隆　脳を究める　立花隆　世界各国史　スペ
イン・ポルトガル史　立石 博高　ヨーロッパ歴史紀行　死の風景　立川昭二　現代落語論　立川談志　ワイマル共和国　林 健太郎　社会調査ハンドブック　林知己夫　抵当制度の研究　鈴木 禄弥　物権変動と対抗問題　鈴木 禄弥　物権法の研究　鈴木 禄弥　人間社会のゲーム理論　鈴木光男　ことばの人間学　鈴木孝夫　日本漢語と中国　鈴木修次　方法としての丸山眞男　歴史と方法編集委員会　日本史のあの人物　歴史
の謎を探る会　世界史年表　歴史学研究会　水曜の朝、午前三時　蓮見圭一　大規模水田経営の成長と管理　和田照男　民事紛争処理論　和田仁孝　医療コンフリクト・マネジメント　和田仁孝ほか　フルトヴェングラー　脇圭平ほか　じぶん・この不思議な存在　鷲田清一　悩む力　姜 尚中　現代の韓国法　尹龍澤ほか　理科系のための実戦英語プレゼンテーション　廣岡慶彦　理科系のための英会話テクニック　廣岡慶彦
　理科系のための英語コミュニケーション　廣岡慶彦　新哲学入門　廣松渉　唯物史観と国家論　廣松渉　今こそマルクスを読み返す　廣松渉　哲学入門一歩前　廣松弥　英語学習のメカニズム　廣森友人　豊かさとは何か　暉峻淑子　現代社会主義を考える　溪内 謙　愛が裁かれるとき　澤地久枝　震災復興の政治経済学　齊藤誠　非常時対応の社会科学　齊藤誠ほか　路上のうた　ホームレス川柳　踊る大捜査線研究ファ
イル　ライティング指導のヒント　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 1　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 3　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 5　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 7　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 9　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 2　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 4　新世紀エヴァンゲリオン・フィルムブック 6　新世紀エヴァンゲリオン・フィ
ルムブック 8　やっぱり読めそうで読めない漢字　量子ビーム・テクノロジー革命　オーウェル評論集　ランケ自伝　類語大辞典　ポータブル日韓辞典　デイリーコンサイス中日辞典　新明解漢和辞典　ポータブル韓日辞典　妖怪まんだら水木しげるの世界　1回で受かる！普通免許問題集　ドイツ刑事法学の展望　ANFANG　東京パンガイド　朝日キーワード就職 2024　留学生のための理科系専門用語辞典4
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2024年1月24日、総合図書館ライブラリープラザで「ぴあサポ本祭り」が行われ
ました。ピアサポート（仲間による支援）活動に携わる学生たちが、不要になっ
た古本を学内で集めて配布したイベントです。「支え合いのキャンパス」を目指
す一環で4年ぶりに行われた取り組みを、集まった本の内訳とともに紹介します。

4年ぶりに開催された古本リサイクルイベント

ぴあ
サポ本祭り

1700冊中1500冊が新天地へ

　相談支援研究開発センターのピアサポ
ートルームでは、学生ボランティアのピ
アサポーターを組織しています。研修を
経て認定されたピアサポーターたちは、
各々の興味や得意分野に応じてチームに
分かれ、日々活動しています。20ほど

あるチームのなかで、本好きの学生が集
まる「本チーム」が運営するのが、「本
祭り」。不要になった本を集め、必要な
人に向けて配布する取り組みです。　
　本チームの担当者・渡邊さんによると、
2018年と2019年に実施した後、本祭り
はコロナ禍により休止。おすすめ本をウ
ェブで共有する「ぴあサポ本棚」や、「雨
の日に読みたい本」「卒業シーズンに読
みたい本」などのテーマを決めて語り合
う「ブックサロン」といったオンライン
活動に注力してきましたが、機が熟した
今回、4年ぶり3回目の開催となりました。

　ポスターやウェブ、SNS、UTASなど

で呼びかけた募集期間は、12月18日か
ら1月22日。総合図書館の協力を得てラ
イブラリープラザ入口に回収箱を置くと
ともに、各部局の図書館や研究室に協力
を募って台車で本を回収する作業を重ね
た結果、約1700冊が集まりました。「前
回は800冊だったので倍以上です。たぶ
ん1200冊程度は研究室からの寄贈です。
特に社会科学系の先生がたくさん出して
くれてうれしかったです」と渡邊さん。
　1月24日、10人ほどの有志でプレハブ
研究A棟のピアサポートルームから本を
運び入れ、壁の棚に並べました。おおむ
ねサイズごとに揃え、外国語の本はまと

めたものの、あとはほぼランダムな配列。
「想定以上に数が多くてそうするしかな
かったんですが、宝探し感覚で見てもら
えるかなとも思いました」（渡邊さん）。
　12時に会場が開くと、お客さんが次々
に訪れ、本は飛ぶように捌けました。な
かには持参した紙袋いっぱいに本を詰め
る人も。3時間のうちに約1500冊の本が
新しい持ち主を見つけました（残った本
は東大基金の「Books for NEXT」へ）。

　当日は台車で本をピストン輸送する係
だった学生代表の篠原さんによると、ピ
アサポートルームには、㊀心身の健康、
㊁居場所づくり、㊂人とのつながり、㊃
役に立つ情報の交換、㊄自己理解の深化、
㊅多様なものの見方の獲得、という6つ

の目標があります。本祭りは主に㊃に沿
う活動ですが、㊄や㊅にも関わりそう。
ただ、目指す「支え合いのキャンパス」
づくりは実際には難しく、構成員の協力
がぜひとも必要だと学生代表は訴えます。
　「体調が悪そうな人を見たら声をかけ
るとか、ちょっとした支え合いが日頃か
ら生まれる環境が理想ですが、もちろん
私たちだけではできません。学生同士の
交流が自然に生まれる空間をつくれるよ
う、力を貸してもらえたらうれしいです」
　「学生がふらっと立ち寄れる場をつく
りたい」と願うピアサポートルームです
が、知名度は約半数はあるものの、イベ
ントへの参加者はまだまだ少ないとのこ
と。どこかでもぐらのマスコットを見か
けたら、一歩一歩ピアサポート活動を広
めている彼らのことを想像してください。

❶

❸

❹

❺

❻
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目指すは支え合いのキャンパス

渡邊陽基さん

篠原咲希音さん

文学部3年
ぴあサポ本祭り担当

教育学部3年
ぴあサポ学生代表



平等か効率か　A・M・オーカン　ドイツ社会保障の危機　A. リッター　カテゴリカルデータ解析入門　Alan Agresti　NPOと政府　E・T・ボリス　マックス・ヴェーバー　E・バウムガルテン　なぜヒトラーを阻止できなかったか　E・マティアス　現代ドイツ政治史　H・K・ルップ　ドイツ現代政治思想史　H・ヘラー　ヒトラー政権下の日常生活　H.フォッケほか　西ドイツ「過激派」通信　Herbert Wormほか　インテリ
アコーディネーター 1次試験合格教本（下）　HIPS合格対策プロジェクト　インテリアコーディネーター 1次試験合格教本　HIPS合格対策プロジェクト　非ユダヤ的ユダヤ人　I.ドイッチャー　イギリス憲法　J・A・G・グリフィス　ドイツ哲学と政治　J・デューイ　権力のネメシス　J.ウィーラー ベネット　弁護士社会アメリカの内幕　M・マコーマック　精神療法家として生き残ること　N・コルタート　ウェーバーと現
代社会学（上）　O・シュタマー　ウェーバーと現代社会学（下）　O・シュタマー　フロイト　R・ベイカー　民主主義からナチズムへ　R・ヘベルレ　パン焼き魔法のモーナ、街を救う　T・キングフィッシャー　近代合理主義の成立　W・シュルフター　ヴァイマルからナチズムへ　W・フィッシャー　メメーシス（上）　アウエルバッハ　死が最後にやってくる　アガサ・クリスティー　形而上学　アリストテレス　ユダヤ人
が語った親バカ教育のレシピ　アンドリュー・J. サターほか　英国史（上）　アンドレ・モロワ　英国史（下）　アンドレ・モロワ　いまマルクスが面白い　いいだももほか　白バラは散らず　インゲ・ショル　自分ひとりの部屋　ヴァージニア・ウルフ　ベルリン日記 1934～ 1940　ウィリアムシャイラー　哲学概論 第 2部　ヴィンデルバント　ドイツの歴史家　ヴェーラー　ドイツ帝国 1871-1918　ヴェーラー　統一ドイツ
の生活実態　ヴォルフガング グラッツァーほか　世界リスク社会論　ウルリッヒ・ベック　ワイマル共和国史　エーリッヒ・アイク　ミメーシス（下）　エーリッヒ・アウエルバッハ　コミュニティ・オブ・プラクティス　エティエンヌ ウェンガー　フランス革命についての省察（上）　エドマンド・バーク　フランス革命についての省察（下）　エドマンド・バーク　ギボン自叙伝　エドワード・ギボン　ナインハーフ　エリ
ザベス・マクニール　住宅問題　エンゲルス　空間の日本文化　オギュスタン・ベルク　ＧＥＮＴＥ 2　オノ・ナツメ　ＧＥＮＴＥ 3　オノ・ナツメ　ミニマリスト日和　おふみ　マックス・ウェーバーと現代政治　カール・レーベンシュタイン　浮世の画家　カズオ・イシグロ　わたしたちが孤児だったころ　カズオ・イシグロ　日の名残り　カズオ・イシグロ　充たされざる者　カズオ・イシグロ　わたしを離さないで　カ
ズオ・イシグロ　夜想曲集　カズオ・イシグロ　遠い山なみの光　カズオ・イシグロ　風の影（上）　カルロス・ルイス・サフォン　風の影（下）　カルロス・ルイス・サフォン　内定勝者合格実例集＆セオリー　キャリアデザインプロジェクト　ドイツ統一問題について　ギュンター グラス　パタン・ランゲージ　クリストファー・アレグザンダー　戦後ドイツ史 1945-1955　クリストフクレスマン　人間最後の言葉　クロー
ド アヴリーヌ　民俗学方法論　クローン　勇気ある人々　ケネデイ　デモクラシーの本質と価値　ケルゼン　イギリス消費者保護政策と法　ゴードンボーリー　シェイクスピア論　コールリッヂ　近代ドイツ史 1　ゴーロ・マン　近代ドイツ史 2　ゴーロ・マン　サーギル博士と巡る東大哲学散歩　ジェームズ・サーギル　ジョンがポールと出会った日　ジム・オドネル　経済発展の理論（下）　シュムペーター　租税国家の危
機　シュムペーター　「正しい政策」がないならどうすべきか　ジョナサン・ウルフ　人類危機の十三日間　ジョン・サマヴィル　深夜高速バスに 100回ぐらい乗ってわかったこと　スズキナオ　IBM奇跡のワトソンプロジェクト　スティーヴン・ベイカー　ケネディの道　ソレンセン　EU法の手引き　デイヴィッド エドワードほか　偶然の統計学　デイヴィッド・J・ハンド　マックス・ウェーバー　ディルク・ケスラー　
否定弁証法　テオドール・W. アドルノ　自殺論　デュルケーム　世界の大思想 34 トインビー　ハンニバルの遺産　トインビー　宗教と資本主義の興隆（上）　トーニー　宗教と資本主義の興隆（下）　トーニー　カラマーゾフの兄弟（中）　ドストエフスキー　カラマーゾフの兄弟（下）　ドストエフスキー　13羽の怒れるフラミンゴ　ドナ・アンドリュース　大学 1年生の歩き方　トミヤマユキコほか　あん　ドリアン助川　
生ける屍　トルストイ　ルネサンスと宗教改革　トレルチ　民族という名の宗教　なだいなだ　経済民主主義　ナフタリ　人間的、あまりに人間的　ニーチェ　最新最強のWebテストクリア問題集　ネオキャリア　クリオの顔　ノーマン　哲学的・政治的プロフィール（上）　ハーバーマス　西洋音楽史　パウルベッカー　ロンバード街　バジョット　論文の技法　ハワード・S・ベッカー　ドイツ社会法の構造と展開　ハンス・
F. ツァハーほか　ドイツ社会史の諸問題　ハンス・ローゼンベルク　人類学とは何か　ピーコック　社会政策の国際的展開　ピート アルコックほか　3秒でハッピーになる名言セラピー　ひすいこたろう　市民の国について (上 ) 　ヒューム　市民の国について (下 ) 　ヒューム　権力と良心　フィールハーバー　世界強国への道Ⅰ　フィッシャー　中世都市成立論　プラーニッツ　近代民主政治（二）　ブライス　近代民主政治
（一）　ブライス　近代民主政治（三）　ブライス　ドイツの独裁Ⅰ　ブラッハー　ドイツの独裁Ⅱ　ブラッハー　サイキス・タスク　フレイザー　歴史における個人の役割　プレハーノフ　日常生活に於ける精神病理　フロイド　ドイツ語手紙の書き方　ヘルタ・ヤーン　悲劇エムペードクレス　ヘルダーリン　できる研究者の論文生産術　ポール .J・シルヴィア　スターリン主義を語る　ボッファほか　ハーバーマスとアメリ
カ・フランクフルト学派　マーティン・ジェイ　解釈としての社会批判　マイケル・ウォルツァー　セラピストとクライエント　マイケル・カーン　君主論　マキアヴェリ　賃労働と資本　マルクス　賃労働と資本　マルクス　風と共に去りぬ（一）　ミッチェル　風と共に去りぬ（二）　ミッチェル　エンデ全集 11 スナーク狩り　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 12 魔法のカクテル　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 14 メルヒェ
ン集　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 15 オリーブの森で語りあう　ミヒャエルエンデ　エンデ全集 18 エンデのメモ箱（上）　ミヒャエルエンデ　紛争の心理学　ミンデル　市場経済秩序における法の課題　メストメッカー　赤毛のアン　モンゴメリ　形而上学叙説　ライプニツ　インディアスの破壊についての簡潔な報告　ラス・カサス　近代国家における自由　ラスキ　未開社会の思惟（上）　リュシアン・レヴィ =ブリュ
ル　未開社会の思惟（下）　リュシアン・レヴィ =ブリュル　資本論を読む（上）　ルイ・アルチュセールほか　社会的民事訴訟　ルドルフ バッサーマン　世界史の流れ　レーオポルト・フォンランケ　哲学ノート 2　レーニン　ヴァイマル共和国成立史　ローゼンベルク　書物の秩序　ロジェシャルチエ　ハーバード流交渉術　ロジャーフィッシャー　内部の敵　ロバート・F・ケネディ　現代社会学入門（一）　ロバート・ニ
スベ rット　現代社会学入門（四）　ロバート・ニスベ rット　現代社会学入門（三）　ロバート・ニスベ rット　現代社会学入門（二）　ロバート・ニスベ rット　聞く力　阿川佐和子　米軍と農民　阿波根 昌鴻　近世村落の構造と農家経営　阿部昭　電気伝導　阿部龍蔵　アジア法ガイドブック　鮎京正訓読　マーケティングの基本　安原 智樹　憲法学読本　安西文雄　アジアの法と社会　安田信之　公訴権と二元的刑罰権論
　安藤泰子　都市法概説　安本典夫　司法の犯罪　伊佐千尋　逆転　伊佐千尋　モダンタイムス（下）　伊坂幸太郎　モダンタイムス（上）　伊坂幸太郎　あるキング　伊坂幸太郎　死神の浮力　伊坂幸太郎　死神の精度　伊坂幸太郎　シュンペーター　伊東光晴ほか　あたらしい機械学習の教科書　伊藤真　イギリス公法の原理　伊藤正己　日本近代造船の礎　伊藤稔　交響する社会　井手英策　「日本国憲法」を読み直す　井
上ひさしほか　あの人と和解する　井上孝代　哲学塾　自由論　井上達夫　人工知能と経済の未来　井上智洋　大英帝国という経験　井野瀬久美惠　体にあらわれる心の病気　磯部潮　キク英文法　一杉 武史　楽しく学べる「知財」入門　稲穂健市　近代相続法の研究　稲本洋之助ほか　日本の土地法　稲本洋之助ほか　日本の家族 1999-2009　稲葉昭英ほか　行政手続法の理論　宇賀克也　近代経済学の再検討　宇沢弘文　
資本論の経済学　宇野弘蔵　もっと知りたい大学教員の仕事　羽田貴史　緑の党　永井清彦　オッペケペー節と明治　永嶺 重敏 　ショーペンハウアー　遠山義孝　財産法　遠藤 浩ほか　地方分権の検証　遠藤宏一　深い河　遠藤周作　新弁護士懲戒論　遠藤直哉　新弁護士懲戒論業務論　遠藤直哉　ガバナンスを政治の手に　塩崎恭久　ガバナンスを政治の手に　塩崎恭久　「国会原発事故調査委員会」立法府からの挑戦状　
塩崎恭久　ローマ世界の終焉（上）　塩野七生　ローマ世界の終焉（中）　塩野七生　ローマ世界の終焉（下）　塩野七生　60冊の書物による現代社会論　奥井智之　イン・ザ・プール　奥田英朗　請求権概念の生成と展開　奥田晶道　資本論小辞典　岡崎次郎　心理臨床の創造力　岡昌之　カウンセリングのエチュード　岡村達也ほか　カウンセリングのエチュード　岡村達也ほか　ウィトゲンシュタイン　岡田雅勝　「自治体
消滅論」を超えて　岡田知弘　震災からの地域再生　岡田知弘　写真総合　岡嶋和幸　サンフランシスコ発：社会変革 NPO　岡部一明　誰でも分かる著作権　岡本 薫　著作権の考え方　岡本薫　スペイン語のしくみ　岡本信照　市民社会セクターの可能性　岡本仁宏　災害復興法学　岡本正　自分の中に毒を持て　岡本太郎　フィンランド語辞典　荻島 崇　原発に子孫の命は売れない　恩田勝亘　夜の底は柔らかな幻（上）　
恩田陸　夜の底は柔らかな幻（下）　恩田陸　よくわかる臨床心理学　下山晴彦　教育心理学Ⅱ　下山晴彦　実践心理アセスメント　下山晴彦ほか　環境倫理学のすすめ　加藤 尚武　天国だった、けど　加藤健　概説イギリス憲法　加藤紘捷　続　羊の歌　加藤周一　羊の歌　加藤周一　私の昭和史　加藤周一　日本人の死生観（上）　加藤周一ほか　同時代人丸山眞男を語る　加藤周一ほか　神様のカルテ　夏川草介　神様の
カルテ 2　夏川草介　神様のカルテ 3　夏川草介　分水嶺　河合香織　こころの処方箋　河合隼雄　ドイツ民法（上）　河内宏　論文の書き方マニュアル　花井 等ほか　社会心理学入門　我妻洋　社会心理学入門（下）　我妻洋　土地法のパラドックス　戒能 通厚　西郷隆盛　二　海音寺潮五郎　西郷隆盛　一　海音寺潮五郎　西郷隆盛　三　海音寺潮五郎　作文の技術　外岡秀俊　オランダの持続可能な国土・都市づくり　角
橋徹也　キッドナップ・ツアー　角田光代　徳政令　笠松宏至　都市防災学　梶 秀樹　現代政治学叢書 6　政治参加　蒲島郁夫　弘前大学教授夫人殺人事件　鎌田慧 　オックスフォードからの警鐘　苅谷 剛彦　イギリスの大学・ニッポンの大学　苅谷剛彦　丸山眞男　間宮陽介　ケインズとハイエク　間宮陽介　講座社会学 9 政治　間場寿一　更級日記　関根慶子　1テーマ 5分で原因と結末がわかる世界史　関真興　検証　
東日本大震災　関西大学社会安全学部　教育現場のケアと支援　丸山広人　「文明論之概略」を読む（上）　丸山真男　「文明論之概略」を読む（中）　丸山真男　「文明論之概略」を読む（下）　丸山真男　日本政治思想史研究　丸山眞男　業界と職種がわかる本　岸 健二　地域金融システムの分析　岩佐代市　土地と住宅の経済学　岩田規久男　住宅の経済学　岩田規久男ほか　現代の貧困　岩田正美　岩波文庫解説総目録（上）
　岩波文庫編集部　岩波文庫解説総目録（中）　岩波文庫編集部　岩波文庫解説総目録（下）　岩波文庫編集部　ナチス追及　希田幸男　新版注釈民法（15）債権　幾代通ほか　オトナ女子の気くばり帳　気くばり調査委員会　超近代の法　季 衛東　第三閲覧室　紀田順一郎　コメディカルのための社会福祉概論　鬼崎信好ほか　大学とは何か　吉見俊哉　日本人は思想したか　吉本隆明ほか　君たちはどう生きるか　吉野源三
郎　封印される不平等　橘木俊詔　現代アメリカ政治と公共利益　久保文明　静かな雨　宮下奈都　「日常的貧困」と社会的排除　宮坂順子　法治国理念と官僚制　宮崎良夫　西ドイツの精神構造　宮田光雄　岩波小辞典　社会学　宮島 喬 　幻色江戸ごよみ　宮部みゆき　パーフェクト・ブルー　宮部みゆき　福祉国家という戦略　宮本太郎　楚辞　橋本循　モリのアサガオ 1　郷田マモラ　モリのアサガオ 3　郷田マモラ　モ
リのアサガオ 5　郷田マモラ　モリのアサガオ 7　郷田マモラ　モリのアサガオ 2　郷田マモラ　モリのアサガオ 4　郷田マモラ　モリのアサガオ 6　郷田マモラ　モリのアサガオ番外編　郷田マモラ　日没　桐野夏生　学びのティップス　近田政博　タルト・タタンの夢　近藤史恵　明るいほうへ　金子みすゞ　ボランティア　もうひとつの情報社会　金子郁容　家族という関係　金城清子　いまどきのこども 1　玖保キリコ
　表現の自由Ⅰ　駒村圭吾ほか　日本の近代化と土地法　熊谷開作　マルクス　資本論の哲学　熊野純彦　証言　水俣病　栗原彬　ナチズム体制の成立　栗原優　現代の新聞　桂敬一　デジタルコンテンツの著作権 Q&A　結城哲彦　官邸官僚が本音で語る権力　兼原信克ほか　地方自治法　兼子仁　憲法読本（上）　憲法問題研究会　憲法読本（下）　憲法問題研究会　基礎からの物理学　原康夫　NPO再構築への道　原田 晃
樹ほか　常設展示室　原田マハ　ハグとナガラ　原田マハ　現代の都市法　原田純孝ほか　入門　犯罪心理学　原田隆之　希望のつくり方　玄田有史　希望学　玄田有史　ゆるい職場　古屋星斗　法医学ノート　古畑種基　ドイツ経済　戸原四郎ほか　「科学的思考」のレッスン　戸田山和久　公共事業をどうするか　五十嵐 敬喜ほか　都市計画法改正　五十嵐 敬喜ほか　リカ　五十嵐貴久　リターン　五十嵐貴久　大学の未
来地図　五神真　大学の未来地図　五神真　変革を駆動する大学　五神真　新しい経営体としての東京大学　五神真　大国ドイツの進路　五島昭　条約改正史　五百旗頭薫　人生案内　五木寛之　失踪日記　吾妻ひでお　失踪日記 2アル中病棟　吾妻ひでお　現代ドイツ化学企業史　工藤章　現代日本企業グローバル・レビュー　工藤章ほか　ともだちは緑のにおい　工藤直子　法と裁判　広中俊雄　法曹の比較法社会学　広
渡清吾　人間形成の日米比較　恒吉僚子　憲法構想　江村栄一 　お菓子帖　綱島理友　現代作家アーカイヴ 1　高橋 源一郎ほか　基礎からのWordPress　高橋のり　あぶ・らぶ　高橋鐡　おいしいごはんが食べられますように　高瀬隼子　幻の長くつしたのピッピ　高畑勲ほか　一・二年生の花　高木誠　こう動く！就職活動オールガイド　高嶌悠人　韓国法　高翔龍　カオスの時代の合意学　合意形成研究会　よくわかる宇
宙と地球のすがた　国立天文台　〈総合資料学〉の挑戦　国立歴史民俗博物館　岡山の図書館　黒崎 義博　ケネディ大統領演説集　黒田和雄　住民投票　今井一　スプートニクの落とし子たち　今野浩　ふしぎの国のバード 1　佐々大河　近代政治思想の誕生　佐々木毅　現代政治学の名著　佐々木毅　現代政治学の名著　佐々木毅　公と私の思想史　佐々木毅ほか　公と私の社会科学　佐々木毅ほか　欧米における公と私　
佐々木毅ほか　甦るフロイト思想　佐々木孝次　おたんこナース　1　佐々木倫子　おたんこナース　2　佐々木倫子　おたんこナース　3　佐々木倫子　おたんこナース　4　佐々木倫子　おたんこナース　5　佐々木倫子　おたんこナース　6　佐々木倫子　あなたの小説にはたくらみがない　佐藤誠一郎　明るい夜に出かけて　佐藤多佳子　しゃべれどもしゃべれども　佐藤多佳子　ダイバーシティ経営と人材マネジメント　
佐藤博樹　実証研究　日本の人材ビジネス　佐藤博樹ほか　新しい人事労務管理　佐藤博樹ほか　結婚の壁　佐藤博樹ほか　人を活かす企業が伸びる　佐藤博樹ほか　出会いと結婚　佐藤博樹ほか　隠された思考　佐伯啓思　「欲望」と資本主義　佐伯啓思　判例六法　佐伯仁志ほか　勝ちを制するに至れり（上）　佐木隆三　勝ちを制するに至れり（下）　佐木隆三　現代経済学の名著　佐和隆光　湘南太平記　斎藤栄　インコ
の心理がわかる本　細川博昭　ネガティブ・マインド　坂本真士　内定者が本当にやった究極の自己分析　19年版　阪東恭一　内定者が本当にやった究極の自己分析　18年版　阪東恭一　英語論文によく使う表現　崎村耕二　英語論文によく使う表現　崎村耕二　個人主義の運命　作田啓一　思想としての 60年代　桜井哲夫　〈自己責任〉とは何か　桜井哲夫　フェイクニュースを科学する　笹原和俊　丸山真男論ノート　
笹倉 秀夫　風が強く吹いている　三浦しをん　東欧革命　三浦元博ほか　まなざしのレッスン　三浦篤　あなたに伝えたい政治の話　三浦瑠麗　英語は世界を広げる　三宅義和　ウソ発見　三宅進　戦後ドイツ　三島憲一　入会林野の変容と現代的意義　山下詠子　社会心理学　山口勧　アフリカの神話的世界　山口昌男　文化人類学への招待　山口昌男　現代ヨーロッパ史の視点　山口定　現代政治学叢書 3 政治体制　山口
定　現代ヨーロッパ政治史（下）　山口定　現代ヨーロッパ政治史（上）　山口定　ファシズム　山口定　地震・憲兵・火事・巡査　山崎 今朝弥ほか　解析学概論Ⅰ　山崎圭次郎　大学の英語教育を変える　山地弘起　日本資本主義分析　山田 盛太郎　レギュラシオン理論　山田鋭夫　ライフスタイルとライフコース　山田昌弘ほか　新生児　山内逸郎　システムと生活世界　山之内靖ほか　日本社会科学の思想　山之内靖ほか
　金属 ミニマム &マキシマム　山部 恵造　アリストテレス　山本光雄　トマス・アクィナス肯定の哲学　山本芳久　不当条項規制と自己責任・契約正義　山本豊　ナチズムと大学　山本尤　建物区分所有の構造と動態　山野目章夫　自然災害と被災者支援　山﨑栄一　サバイバル心理試験　山﨑友丈　ウィンチップス　仕事場　最後の将軍　徳川慶喜　司馬 遼太郎　学ぶ意欲の心理学　市川伸一　江戸藩邸物語　氏家幹人　
日本の財政と社会保障　持田信樹　沈黙の艦隊解体新書　時尾 輝彦　日本 を強くしなやかに　自由民主党国土強靭化総合調査会　男の座標軸　鹿嶋敬　婦人・女性・おんな　鹿野誠直　市町村合併による防災力空洞化　室崎益輝ほか　ドイツ革命史序説　篠原一　勉強にハマる脳の作り方　篠原菊紀　英国契約法概説　守屋　善輝　アドルフに告ぐ（一）　手塚治虫　ア
ドルフに告ぐ（二）　手塚治虫　アドルフに告ぐ（三）　手塚治虫　アドルフ に告ぐ（四）　手塚治虫　科学者という仕事　酒井邦嘉　ドラッカーの教えどおり、経営してきました　酒巻 久　見抜く力　酒巻久　リーダーにとって大切なことはすべて課長時代に学べる　酒巻久　ストーンパワーの秘密　秋月菜央　ウェーバー　出口勇蔵　日本の法　緒方桂子　市場の声　小
塩隆士　ダーリンは外国人　まるっとベルリン 3年め　小栗 左多里　震災後の自治体ガバナンス　小原隆治ほか　住民参加手続の法理　小高剛　フレームアップ　小此木真三郎　トクヴィル　小山勉　英語で話すヒント　小松達也　体制転換と法　小森田秋夫　デカルト =哲学のすすめ　小泉義之　英語論文すぐに使える表現集　小田 麻里子ほか　刑事訴訟法の歴史的分析　小田聡樹　現代刑事訴訟法論　小田中聡樹　現代イ
タリアの社会保障　小島晴洋ほか　裁判外紛争処理と法の支配　小島武司　丸山眞男と清水幾太郎　小幡清剛　国際会議のための英語　小野 義正 　漢語課本　小野秀樹ほか　白銀の墟 玄の月（一）　小野不由美　白銀の墟 玄の月（二）　小野不由美　白銀の墟 玄の月（三）　小野不由美　白銀の墟 玄の月（四）　小野不由美　テムズの川霧が消えた　小林一喜　「ゆっくり動く」と人生が変わる　小林弘幸　憲法第九条　小林直
樹　非営利放送とは何か　松浦さと子ほか　教育論の新常識　松岡亮二　タスク・ベースの英語指導　松村昌紀　英語ディベート理論と実践　松本 茂ほか　風の視線（上）　松本清張　風の視線（下）　松本清張　動機づけ研究の最前線　上淵寿　市民社会とは何か　植村邦彦　安倍首相への手紙　信州ML管理人会　憲法Ⅰ 総論・統治　新井誠ほか　憲法Ⅱ 人権　新井誠ほか　図でよむ心理学　学習　新井邦二郎　落日の建築
家　新庄宗昭　現代ドイツの外交と政治　森井裕一　地域の社会学　森岡清志　出会いなおし　森絵都　変貌する法科大学院と弁護士過剰社会　森山文昭　世界各国史　スイス・ベネルクス史　森田 安一　ニュース英語のリスニング　森田勝之　サッチャー時代のイギリス　森嶋通夫　サッチャー時代のイギリス　森嶋通夫　行政救済法　神橋一彦　もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら　神田桂一　南京事件　
秦郁彦　労働の法　水谷英夫　丸山真男　水谷三公　労働法改革　水町勇一郎ほか　ドイツ流街づくり読本　水島信　水木しげるのカランコロン　水木しげる　限界革命の経済思想　杉原 四郎　大学教授という仕事　杉原厚吉　国民代表の政治責任　杉原康雄　きのうの祖国　杉山隆男　エントリーシート・履歴書　杉村太郎ほか　近代経済学の解明 上　杉本 栄一 　近代経済学の解明 下　杉本 栄一 　よみがえるコミュニティ
　杉万敏夫　新・家族の時代　菅原 真理子　利用者が求める民事訴訟の実践　菅原郁夫ほか　世界経済・社会統計　世界銀行　卵の緒　瀬尾まいこ　そして、バトンは渡された　瀬尾まいこ　世界歴史大系　ドイツ史 1　成瀬 治ほか　世界歴史大系　ドイツ史 2　成瀬 治ほか　世界歴史大系　ドイツ史 3　成瀬 治ほか　ウエスト出版社物語　成田博　最新最強の SPIクリア問題集　成美堂出版編集部　最新最強の適性検査クリ
ア問題集　成美堂出版編集部　最新最強のインターンシップ　成美堂出版編集部　戦後史　正村公宏　戦後史（上）　正村公宏　産業主義を越えて　正村公宏　2050年　新しい地域社会を創る　生協総合研究所　ハイデルベルク　生松敬三　都市法入門講義　生田長人　防災の法と仕組み　生田長人　「非モテ」からはじめる男性学　西井開　i（アイ）　西加奈子　歴史と哲学の対話　西研ほか　学問　西部 邁　新会社法　青竹
正一　1分間英会話 360　石井 貴士　日本近代思想大系　法と秩序　石井 紫郎　日本建築の再生　石井 和紘　英語スピーキングルールブック　石井洋佑　東大教授の通信簿　石浦章一　人文学と著作権問題　石岡 克俊ほか　世界最大の気象情報会社になった日　石橋博良　天才　石原慎太郎　大学生の論文執筆法　石原千秋　地球環境報告　石弘之　戦後政治史　石川真澄　現代の階層社会　石田 浩　地中海新ローマ帝国へ
の道　石田憲　地球を見つめる「平和学」　赤井純治　十九世紀ドイツ私法学の実像　赤松秀岳　社会国家を生きる　川越修ほか　小説の解釈戦略　川口 喬一　鳥類学者だかって、鳥が好きだと思うなよ。　川上和人　ドイツ法・ヨーロッパ法の展開と判例　川添 利幸ほか　イデオロギーとしての家族制度　川島武宜　日本人の法意識　川島武宜　日本人の法意識　川島武宜　日本人の法意識　川島武宜　ロールズ　正義の原
理　川本隆史　論証のレトリック　浅野 楢英　犯罪報道の犯罪　浅野健一　新・犯罪報道の犯罪　浅野健一　市民社会における制度改革　浅野正彦　フランス家族事情　浅野素女　国会と政治改革　前田英昭　日本の治安は再生できるか　前田雅英　現代行政法入門　曽和 俊文ほか　現代行政法入門　第 3版　曽和 俊文ほか　大学職員のリアル　倉部史記　ADRの基本的視座　早川 吉尚ほか　居住福祉　早川和男　一問一答
　新・会社法　相澤哲　議論の論理　足立幸男　現代政治学叢書 15　地方自治　村松岐夫　アンダーグラウンド　村上春樹　ノルウェイの森（上）　村上春樹　ノルウェイの森（下）　村上春樹　騎士団長殺し　第 1部　　村上春樹　騎士団長殺し　第 2部　（上）　村上春樹　騎士団長殺し　第 2部　　村上春樹　新中間大衆の時代　村上泰亮　モノグラフ 22 統計　村上哲哉　eメールの達人になる　村上龍　柔らかなこころ、
静かな想い　村瀬嘉代子　ドイツ現代史　村瀬興雄　コンビニ人間　村田沙耶香　バイオ実験　英語でトライ！　村澤 聡ほか　私の大学論　大河内一男　現職人事が書いた「自己 PR・志望動機・提出書類」の本　大賀英徳　現職人事が書いた「面接試験・官庁訪問」の本　大賀英徳　真理とは何か　大熊正　ドイツ正統史学の国際政治思想　大原俊一郎　新しい文学のために　大江健三郎　戒厳令　大江志乃夫　あたらしい憲
法のはなし 　大江志乃夫ほか　アデナウアーと吉田茂　大獄秀夫　再軍備とナショナリズム　大獄秀夫　配達あかずきん　大崎梢　感覚＋知覚ハンドブック　大山 正ほか　早川雪洲　大場 俊雄　教育心理学Ⅰ　大村彰道　ルールはなぜあるのだろう　大村敦志　法源・解釈・民法学　大村敦志　夜明けまで眠らない　大沢在昌　要件事実論と民法学との対話　大塚 直ほ
か　 生 命 DNA化学の最前線　大島泰郎　現代ドイツ社会史研究序説　大野英二　ドイツ資本主義論　大野英二　都市開発を考える　大野輝之　日本語練習帳　大野晋　日本政治の対立軸　大嶽 秀夫　民主的司法の展望　大澤 恒夫ほか　日本のテレビ・ドキュメンタリー　丹羽 美之　半沢直樹 2　池井戸潤　七つの会議　池井戸潤　記号論への招待　池上嘉彦　ルポひ
きこもり未満　池上正樹　教師になるということ　池田修　剣客商売　池波正太郎　剣客商売　隠れ蓑　池波正太郎　剣客商売　天魔　池波正太郎　剣客商売　春の嵐　池波正太郎　剣客商売　波紋　池波正太郎　剣客商売　新妻　池波正太郎　剣客商売　二十番斬り　池波正太郎　辻斬り　池波正太郎　剣客商売　池波正太郎　剣客商売　浮沈　池波正太郎　剣客商売　白い鬼　池波正太郎　剣客商売　待ち伏せ　池波正太
郎　剣客商売　陽炎の男　池波正太郎　剣客商売　十番斬り　池波正太郎　憲法制定史　竹前栄治　「自分」を生きるための思想入門　竹田 青嗣　「からだ」と「ことば」のレッスン　竹内 敏晴 　「ネイチャー」を英語で読みこなす　竹内薫　就活の教科書　竹内健登　経済倫理学のすすめ　竹内靖雄　フィードバック入門　中原淳　発達障害の臨床　中根晃　タテ社会の力学　中根千枝　近世日本の科学思想　中山茂　新版 K
式発達検査反応実例集　中瀬惇ほか　協同組合は「未来の創造者」になれるか　中川雄一郎　女性のセルフ・フィットネス　中村 延江　犯罪の心理学　中村希明　フランスの裁判制度　中村義孝　名君の碑　中村彰彦　東大生のジレンマ　中村正史　EU研究の新地平　中村民雄　東アジア共同体憲章案　中村民雄ほか　EU法基本判例集　中村民雄ほか 　問題群　中村雄二郎　述語集　中村雄二郎　哲学の現在　中村雄二郎　
知の旅への誘い　中村雄二郎ほか　雪片曲線論　中沢新一　野ウサギの走り　中沢新一　リスクの社会心理学　中谷内一也　長いお別れ　中島京子　中内功回想録　中内功　東大で生まれた究極のエントリーシート　中尾 政之ほか　ココがわかると科学ニュースは面白い　中野不二男　心理学マニュアル　観察法　中澤 潤　激動の東西ドイツ　仲井斌　生化学・分子生物学演習　猪飼篤ほか　窮乏の農村　猪俣 津南雄　人見
絹枝の世界　猪木 正実　世界の歴史　冷戦と経済繁栄　猪木武穂ほか　中国トウモロコシ産業の展開過程　張馨元　桐島、部活やめるってよ　朝井リョウ　NHK国際放送が選んだ日本の名作　朝井リョウほか　田村はまだか　朝倉かすみ　債権総論　潮見佳男　オランダモデル　長坂寿久　新しいヘーゲル　長谷川宏　純粋雑学　長尾龍一　オーダー・メイドの街づくり　鳥海基樹　中国詩人伝　陳舜臣　Q&A　被災者生活再
建支援法　津久井進　心を鍛える「超」瞑想法　津田優　転換期の中国　辻康吾　ドイツ民事訴訟の実務　辻千晶　ハケンアニメ！　辻村深月　ツナグ　辻村深月　統一ドイツのゆくえ　坪郷 實　労働市場制度改革　鶴光太郎ほか　人と技術をつなぐ企業　鶴蒔靖夫　共和主義者モンテスキュー　定森亮　著作権法概説　田村善之　まちづくりの発想　田村明　土地の経済学　田中啓一　ことばと国家　田中克彦　ことばと国
家　田中克彦　靖国の戦後史　田中伸尚　日の丸・君が代の戦後史　田中伸尚　中国ビジネス法の理論と実務　田中信行　ナショナル・アイデンティティの国際比較　田辺俊介　国際経済の政治学　渡部経彦　心理検査法入門　渡部洋　認識とパタン　渡辺 慧　中世ローマ帝国　渡辺金一　コンスタンティノープル千年　渡辺金一　トランス・ジェンダーの文化　渡辺恒夫　現代家族の構造と変容　渡辺秀樹ほか　財産権論　
渡辺洋三　家族と法　渡辺洋三　入会と財産区　渡辺洋三　置かれた場所で咲きなさい　渡辺和子　フランス現代史　渡邊 啓貴　英米哲学入門　渡邊二郎　描く、観る、演じる アートの力　渡邉慶一郎ほか　正義の論理　土場学ほか　最新リスクマネジメントがよ～くわかる本　東京海上日動リスクコンサルティング　2030年超高齢未来　東京大学ジェロントロジーコンソーシアム 　医療政策入門　東京大学医療政策人材養
成講座　ふたごと教育　東京大学教育学部附属中等教育学校　教養英語読本Ⅱ　東京大学教養学部英語部会　教養英語読本Ⅱ　東京大学教養学部英語部会　基礎化学実験　東京大学教養学部化学部会　基礎生命科学実験　東京大学教養学部基礎生命科学実験編集委員会　東大がつくった高齢社会の教科書　東京大学高齢社会総合研究機構　地域包括ケアのすすめ　東京大学高齢社会総合研究機構　日本史の森をゆく　東京大学
史料編纂所　「失われた 10年」を超えてⅡ　東京大学社会科学研究所　教養としての身体運動・健康科学　東京大学身体運動科学研究室　法教育への扉を叩く 9つの授業　東京大学法科大学院・出張教室　コロナ以後の東アジア　東大社研現代中国研究拠点　夢幻花　東野圭吾　人魚の眠る家　東野圭吾　ダイイング・アイ　東野圭吾　放課後　東野圭吾　パラレルワールド・ラブストーリー　東野圭吾　祈りの幕が下りる時
　東野圭吾　疾風ロンド　東野圭吾　電子出版と電子図書館の最前線を創り出す　湯浅 俊彦　出版ビジネスと図書館　湯浅俊彦　隠し剣狐影抄　藤沢周平　蝉しぐれ　藤沢周平　秘太刀馬の骨　藤沢周平　三屋清左衛門残日録　藤沢周平　個人化する社会と行政の変容　藤谷忠昭　都市の論理　藤田弘夫　わなと裁判　道田信一郎　読書と社会科学　内田義彦　社会認識の歩み　内田義彦　ミシェル・フーコー　内田隆三　ド
イツ再統一とトルコ人移民労働者　内藤 正典ほか　世界各国史　ドナウ・ヨーロッパ史　南塚 信吾　日本的自我　南博　行動科学における統計解析法　南風原 朝和 ほか　就活の勘違い　楠木 新　京都ゆうても端のほう 4　二星天　京都ゆうても端のほう 5　二星天　法と実務　9　日弁連法務研究財団　法と実務　10　日弁連法務研究財団　法と実務　14　日弁連法務研究財団　法と実務　15　日弁連法務研究財団　この国を
根こそぎ！　日本を根っこから変える保守の会　ハイブリッド・リーディング　日本記号学会　きけ わだつみのこえ　日本戦没学生記念会　展示論　日本展示学会　市民に身近な裁判所へ　日本弁護士連合会　条解弁護士法　日本弁護士連合会調査室　臨床心理士の歩みと展望　日本臨床心理士資格認定協会　ガバナンスと日本　納家 政嗣ほか　イタリアの政治　馬場 康雄ほか　ヨーロッパ政治ハンドブック　馬場 康雄ほか
　葬られた王朝　梅原猛　戦後日本の革新思想　梅本克己ほか　私の知的生産の技術　梅棹忠夫　知的生産の技術　梅棹忠夫　初歩からの統計学　白砂堤津耶　独禁法講義　白石忠志　変化する社会の不平等　白波瀬佐和子　英語論文に使う表現文例集　迫村 純男ほか　まことの華姫　畠中恵　私とパーソンセンタード・アプローチ　飯長喜一郎ほか　ドイツ現代政治史　飯田収治ほか　ヒルファディング金融資本論入門　飯
田裕康ほか　自由と国家　樋口陽一　憲法と裁判　樋口陽一ほか　流動期の日本政治　樋渡展洋　政党政治の混迷と政権交代　樋渡展洋ほか　SPI3＆テストセンター　尾藤 健　ガラスの仮面 2　美内すずえ　ガラスの仮面 5　美内すずえ　ガラスの仮面 7　美内すずえ　ガラスの仮面 9　美内すずえ　ガラスの仮面 12　美内すずえ　ガラスの仮面 14　美内すずえ　ガラスの仮面 16　美内すずえ　ガラスの仮面 18　美内すずえ
　ガラスの仮面 21　美内すずえ　ガラスの仮面 23　美内すずえ　ガラスの仮面 25　美内すずえ　ガラスの仮面 27　美内すずえ　ガラスの仮面 29　美内すずえ　ガラスの仮面 31　美内すずえ　ガラスの仮面 33　美内すずえ　ガラスの仮面 35　美内すずえ　ガラスの仮面 4　美内すずえ　ガラスの仮面 6　美内すずえ　ガラスの仮面 8　美内すずえ　ガラスの仮面 11　美内すずえ　ガラスの仮面 13　美内すずえ　ガラスの仮
面 15　美内すずえ　ガラスの仮面 17　美内すずえ　ガラスの仮面 20　美内すずえ　ガラスの仮面 22　美内すずえ　ガラスの仮面 24　美内すずえ　ガラスの仮面 26　美内すずえ　ガラスの仮面 28　美内すずえ　ガラスの仮面 30　美内すずえ　ガラスの仮面 32　美内すずえ　ガラスの仮面 34　美内すずえ　ガラスの仮面 1　美内すずえ　ガラスの仮面 2　美内すずえ　ガラスの仮面 3　美内すずえ　世界各国史　北欧史　百
瀬 宏ほか　社会変動の中の福祉国家　富永 健一　馬鹿一　武者小路実篤　福祉レジームの日韓比較　武川正吾ほか　風土記　武田祐吉　メールカウンセリング　武藤清栄ほか　インターネットビジネスの著作権とルール　福井 健策ほか　世界各国史　フランス史　福井憲彦　ロハスの思考　福岡伸一　生物と無生物のあいだ　福岡伸一　ヘーゲルに還る　福吉勝男　丸山真男とその時代　福田 歓一　モンスターマザー　福田
ますみ　近代民主主義とその展望　福田歓一　結婚と家族　福島瑞穂　平和を愛する世界人として　文鮮明　日蝕　平野啓一郎　刑事訴訟法　平野龍一　理系のためのプレゼンのアイディア　平林純　探求Ⅰ　柄谷行人　NO CALL NO LIFE　壁井ユカコ　ホンダ式一点バカ　片山修　心理学マニュアル　面接法　保坂 亨ほか　法律用語辞典　法令用語研究会　サッチャリズムの世紀　豊永郁子　労働における事実と法　豊川義
明　ハーバーマスの社会理論　豊泉周治　新聞記者　望月衣塑子　英米法　望月礼二郎　軍服を着る市民たち　望田幸男　シャーロック・ホームズ　秘宝の研究　北原尚彦　ドイツ・デモクラシーの再生　北住炯一　近代ドイツ官僚国家と自治　北住炯一　凶笑面　北森鴻　契約責任の研究　北川善太郎　講座社会学 5 産業　北川隆吉　認知と感情　北村英哉　近代イタリアの歴史　北村暁夫　名短篇、ここにあり　北村薫ほ
か　構造主義　北沢方邦　公務員をめざす人の本　北里 敏明　人身売買　牧英正　本当は怖い日本史　堀江宏樹　時事英語の総合演習　堀江洋文ほか　難民問題とは何か　本間 浩　国土計画を考える　本間義人　ゾウの時間ネズミの時間　本川達雄　企業・大学はグローバル人材をどう　本名信行ほか　身ぶりからことばへ　麻生武　嘘の効用（上）　末弘厳太郎　東アジア福祉システムの展望　末廣昭　鬼譚　夢枕獏　新ら
くらくマクロ経済学入門　茂木喜久雄　10日でおぼえる Dreamweaver CS3入門教室　茂木葉子　現代イギリス社会政策史　毛利健三　ヨーロッパのデモクラシー　網谷 龍介ほか　医学的介入の研究デザインと統計　木原雅子　新耳袋　第二夜　木原浩勝ほか　新耳袋　第三夜　木原浩勝ほか　新耳袋　木原浩勝ほか　昨夜のカレー、明日のパン　木皿泉　ハイデガーの思想　木田元　茗荷谷の猫　木内昇　消費生活協同組合
法　目崎雅之　狭山裁判（上）　野間宏　狭山裁判（下）　野間宏　「超」整理法 3　野口 悠紀雄　「超」文章法　野口悠紀雄　続「超」整理法・時間編　野口悠紀雄　改正都市計画法　野口和雄　逆説論理学　野崎昭弘　詭弁論理学　野崎昭弘　ジョンブルとアンクルサム　野村 恵造　ソーシャルワーク・入門　野村 豊子ほか　リーディングスネットワーク論　野沢慎司　内村鑑三とラアトブルフ　野田良之　法律学習マニュア
ル　弥永真生　自分を休ませる練習　矢作直樹　地域社会の政策とガバナンス　矢澤 澄子ほか　翻訳語成立事情　柳父章　最新！ SPI3【完全版】　柳本 新二　すべてのいのちが愛おしい　柳澤桂子　帝国の昭和　有馬学　官僚制　警察　由井 正臣ほか　地域社会と協働するコミュニティ・バンク　由里宗之　散り椿　葉室 麟　韓国司法制度と梅謙次郎　李英美　二十歳のころ　立花隆　脳を究める　立花隆　世界各国史　スペ
イン・ポルトガル史　立石 博高　ヨーロッパ歴史紀行　死の風景　立川昭二　現代落語論　立川談志　ワイマル共和国　林 健太郎　社会調査ハンドブック　林知己夫　抵当制度の研究　鈴木 禄弥　物権変動と対抗問題　鈴木 禄弥　物権法の研究　鈴木 禄弥　人間社会のゲーム理論　鈴木光男　ことばの人間学　鈴木孝夫　日本漢語と中国　鈴木修次　方法としての丸山眞男　歴史と方法編集委員会　日本史のあの人物　歴史
の謎を探る会　世界史年表　歴史学研究会　水曜の朝、午前三時　蓮見圭一　大規模水田経営の成長と管理　和田照男　民事紛争処理論　和田仁孝　医療コンフリクト・マネジメント　和田仁孝ほか　フルトヴェングラー　脇圭平ほか　じぶん・この不思議な存在　鷲田清一　悩む力　姜 尚中　現代の韓国法　尹龍澤ほか　理科系のための実戦英語プレゼンテーション　廣岡慶彦　理科系のための英会話テクニック　廣岡慶彦
　理科系のための英語コミュニケーション　廣岡慶彦　新哲学入門　廣松渉　唯物史観と国家論　廣松渉　今こそマルクスを読み返す　廣松渉　哲学入門一歩前　廣松弥　英語学習のメカニズム　廣森友人　豊かさとは何か　暉峻淑子　現代社会主義を考える　溪内 謙　愛が裁かれるとき　澤地久枝　震災復興の政治経済学　齊藤誠　非常時対応の社会科学　齊藤誠ほか　路上のうた　ホームレス川柳　踊る大捜査線研究ファ
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出版社名 冊
1 岩波書店 163

2 講談社 63
3 新潮社 54
4 中央公論 49
5 東京大学出版会 47
6 白泉社 34
7 文藝春秋 31
7 有斐閣 31
9 筑摩書房 27
10 角川書店 24
11 ミネルヴァ書房 19
11 日本評論社 19
13 勁草書房 15
14 早川書房 13
15 小学館 12
15 信山社 12
17 未来社 11
18 集英社 10
18 成美堂出版 10
18 双葉社 10
18 朝日新聞出版 10

著者名 冊
1 美内すずえ 34

2 池波正太郎 14
3 郷田マモラ 8
4 カズオ・イシグロ 7
5 東野圭吾 7
6 佐々木毅 6
7 佐々木倫子 6
7 佐藤博樹 6
7 村上春樹 6
10 ミヒャエル・エンデ 5
10 伊坂幸太郎 5
10 加藤周一 5
10 山口定 5

◉出版社別冊数 ●著者別冊数 　配布開始時点で棚にあった本の背を

撮って広報課員が書名を読み取り、

1700冊中の1000冊を数えてみると…。

◉出版社別では岩波書店がダントツの

1位（新書90冊+文庫45冊+その他28

冊）。ほかにも新書と文庫を擁する老

舗の版元各社が上位に入りました。6

位の白泉社はすべて美内すずえ先生の

名作漫画『ガラスの仮面』です。社会

科学系の部局からの出品が多かったこ

とは、有斐閣、ミネルヴァ書房、信山

社といった版元の顔ぶれからも見て取

れます。●1位のほか、3位（『モリの

アサガオ』）と7位タイ（『動物のお医

者さん』）に漫画家が入りました。2

位は『剣客商売』シリーズ作が多数出

品された時代小説の巨匠。4位は2017

年ノーベル文学賞受賞者。5位、7位タ

イ、10位タイに現代日本文学の人気

作家が入り、6位の第27代総長、7位

タイの社会科学研究所名誉教授と、本

学ゆかりの研究者の名も見られました。

❶ライブラリープラザの入口には本チーム

のメンバーが手がけた看板が。❷会場入口

ではマスコットの手作り人形が出迎え。❸

学生を中心に286人のお客さんが来場しま

した。❹棚の右端に見えるのは『1回で受

かる！ 普通免許問題集』（成美堂出版）。入

試に比べれば簡単に思われる試験でも準備

万端で臨もうとする東大生気質の表れか？

❺オールドファンには懐かしいパラフィン

紙（グラシン紙）カバーの岩波文庫も多数

並んでいました。昔は新潮文庫や角川文庫

のカバーもパラフィン紙でした。❻豪華な

装幀の箱入りエンデ全集（岩波書店）。「目

をつけていましたが、すぐに捌けてしまい

ました」（渡邊さん）❼❽会場には広報チ

ームがカラープリンターで手作りしたしお

りとブックカバーが提供されていました。

❾教育学部で心理学を学んでいる篠原さん

がマークしていた本。「ほかにも検査に関

する本がたくさんありました。残ったら引

き取ろうかな……」（篠原さん）➓持ち主

による付箋や書き込みを目にすることがあ

るのは古本の一つの醍醐味。手に取った人

にとってはgood bookかもしれません。

ピアサポートルームの
マスコット「ぴあもぐ」。

本誌次号に
登場予定！

ピアサポートルームの多彩な活動
本祭りだけじゃない！　「支え合いのキャンパス」を目指す

⓫8月、総合図書館前広場が縁日会場に。音を出せないため、

「アイドル」「東京音頭」といった曲をFM電波で飛ばして

参加者がバッジ型受信器で受信し、イヤホンで聞きながら

踊るシステムを採用。暗闇の中、ワークショップで作った

団扇や提灯を手に無言で踊る群れが、傍目には異様ながら

も羨ましく見えたはず！⓬様々なアートを通じて人とつな
がり新しい自分を見つけるためのワークショップ。作品の

数々は12月に総合図書館の展示スペースで披露されまし

た。⓭11月にはキャンパスで独特な香りを放つ銀杏の実

を掃除する取り組みを実施。⓮簡単なものづくりをしなが
らゆったりおしゃべりするのがぴあサポラウンジ。9月に

はライブラリープラザでエコバッグとしおりを作りました。

❼

❽

❾

➓ ⓫

⓭

⓮

⓬

⓬

夏の自己表現ワークショップ「縁日」の
サイレント盆踊り

ぴあサポラウンジ

銀杏クリーンキャンペーン＠駒場

秋の自己表現ワークショップ秋の自己表現ワークショップ
「ちいさな生きものの「ちいさな生きものの

すみか作り」すみか作り」
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横山祐典大気海洋研究所海洋底科学部門　教授

岩手県大槌町にある大気海洋研究所・大槌沿岸センターを舞台に、社会科学研究所とタッグを組んで行う地域連携プ
ロジェクト――海をベースにしたローカルアイデンティティの再構築を通じ、地域の希望となる人材の育成を目指す文理融
合型の取組み――です。研究機関であると同時に地域社会の一員としての役割を果たすべく、活動を展開しています。

奄美の島と海と希望

第30回海と希望の学校ー震災復興の先へー

制作：大気海洋研究所広報戦略室（内線：66430）

　うがみんしょーらん（奄美の言葉で「こ
んにちは」）。こちら（右写真）は奄美群
島のきれいな海の写真です。奄美大島南
部を東西に貫く大島海峡を写しています。
向こうに見えるのは加計呂麻島です。医
科学研究所の奄美病害動物研究施設の近
くから撮ったもので、最近は毎月のよう
に訪れている場所です。
　日本の南北に長い国土に、東京大学の
施設が点在しています。数ある施設の中
で一番南にあるのが医科学研究所の奄美
病害動物研究施設です。奄美大島の一番
大きな街である奄美市名瀬から1時間半
ほどかけて車で南に移動した、大島海峡
に面する瀬戸内町古仁屋にあります。熱
帯性の風土病であるフィラリア症の研究
やハブ咬症の治療法の開発など多くの成
果を上げている研究拠点です。大気海洋
研究所に所属している私がなぜこの施設
を訪れているかというと、 “海と希望の
学校in奄美”のプロジェクトも含んだ
FSI事業でもある“亜熱帯・Kuroshio研
究拠点の形成と展開”に協働で取り組ま
せていただいているためです。

　国連の気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）の報告書やパリ協定に関する
記事など温暖化に関する研究やニュース
を目にすることが多いかと思います。温
暖化の進行に伴って亜熱帯域の北方への
拡大が懸念され、日本が“亜熱帯化”す
ると言われているのです。それに伴う環
境変動と生物相の変化をしっかりと記述
していくことを目的の一つに開始された
事業です。その中で、研究活動とともに
“海と希望の学校in奄美”の活動も開始
しました。奄美大島だけではなく奄美群
島の12市町村を一つ一つ周り、地元の
方々の意見を伺った結果、高校生の活動
のサポートを行おうという考えに至りま
した。今後温暖化がさらに進んだときに、
社会の中核として活躍しているであろう
高校生たちに向けたプロジェクトです。
自然や文化などについて関心を持っても
らうために、生徒さんたちの探究学習を
サポートしたり、様々なメディアから流
れてくる科学や環境に関するニュースに
興味を持ち、その内容について判断でき
るためのサイエンスリテラシーの向上に
取り組んでいます。地元に大学がない奄
美の方々の期待は大きく、毎年秋に行っ
ているシンポジウムでは、首長さんを初
め教育機関や一般の方々の発表も多く、
熱量の高さを感じずにはいられません。
東大の学内でも大気海洋研究所や医科研
のみならず、文学部や新領域、農学系や

理学系、総合文化研
究科や情報学環など
の先生方にも入って
いただき、幅広い議
論の場となっていま
す。もちろん、高校
生だけに限った活動
ではなく、WWFや
日本自然保護協会な
どと共同で、小学生
向けに“さかなクン”
と一緒に講演会を行

なったり、地元のダイバーとサンゴ礁の
状況チェックの活動を行なったりもして
います。また、地元の鹿児島大学や九州
大学、亜熱帯研究で先行する琉球大学と
も連携しながらの取り組みを進めるとと
もに、教育学に関するコホート研究を徳
之島で続けられている慶応義塾大学のグ
ループなどとも連携を進めているところ
です。奄美の高校生に広くサポートがで
きるよう、奄美群島の高校を結んで大学
等と連携を行う“奄美群島高校探究コン
ソーシアム”も立ち上がりつつあります。
　三陸での取り組みと異なり、大気海洋
研究所のスタッフが常駐できる設備がな
いため、同様の規模で機動性を持った活
動ができないのが残念なところです。し
かし、海と希望の学校in奄美がローカル
アイデンティティーについての高校生や
若者の認識の向上などに資するべく活動
を広げていければと思っています。ご協
力いただける先生方がいらっしゃいまし
たらご一報ください。ありがっさまりょ
ーた（ありがとうございました）。

「海と希望の学校」公式 X（@umitokibo）

2022年12月に奄美市で開催されたシンポジウ
ム「奄美KUROSHIO 研究拠点の夢を語る」
最前列左から3番目：安田壮平 奄美市長（本
学出身）、2列目右端：筆者（横山）

2022年のサイエンスキャンプでの実習風景

2023年8月に大気海洋研究所にて奄美の与論
高校と岩手の大槌高校が合同で行ったサイエ
ンスキャンプ。奄美の参加者とも交流しました
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デジタル万華鏡鏡
東大の多様な「学術資産」を再確認しよう

塩川由紀医学部・医学系研究科
図書情報チーム図書整理担当係長

第39回

　日本の近代精神医学を確立した呉
くれ

秀
しゅう

三
ぞう

（1865-
1932）は、シーボルト研究でも有名です。オランダ
王室から勲章を授与されることとなった労作『シーボ
ルト先生：其生涯及功業』（1926）は1,000ページ越え
の大著で、多数の図版が掲載されており、まさにシー
ボルト大図鑑といった観を呈しています。この著書に
使用された写真の一部を含むガラス乾板が、2017年3
月に精神医学教室から医学図書館に移管されました。
コレクション名を『精神医学教室旧蔵ガラス乾板』と
しています。
　当時は写真自体の不要な部分を黒いテープで隠した
り墨で塗ったりして印刷に使用していました。こうい
ったマスキングで囲まれた部分と著作に掲載されてい
る画像が一致しているため、これらの写真が呉の著作
に使用されたことが分かります。

　呉の著作の掲載写真の多くは、その原本や所蔵者に
ついてキャプションに記されているので、照らし合わ
せれば何の写真か分かりますが、なかにはその記載が
ない写真もあります。このシーボルトの台紙付き写真
は『シーボルト先生:其生涯及功業』に「再渡来当時
の写真」として掲載されているものですが、所蔵者の
記載がありません。
　『精神医学教室旧蔵ガラス乾板』コレクションには、
シーボルトに関心がある人なら見たことがある写真が
多数含まれていると
思います。「医学図書
館デジタル史料室」
のサイトで本コレク
ションをご覧いただ
けますので、「この画
像は見たことがあ
る」、「この人物や建
物を知っている」など、
情報がありましたら
医学図書館までお知
らせください。

呉秀三のシーボルト研究

『高良齋書木額』マスキングの例

シーボルト写真（1859年）

https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/medlib/item-set/1379946

第22回

こなかふぇdeごはん の巻＠本郷キャンパス

　理学部1号館1階にある「ネオポンテTokyo」に出
店しているテイクアウト専門店「こなかふぇdeごは
ん」。塩麹や味噌などの発酵食品を使ったランチを提
供しています。
　メニューは「味噌豚角煮丼」（￥900）、マグロたた
き丼 (￥900)、 サラダボ
ウル（￥700、 ハーフ￥
500）の3種類。角煮丼の
豚バラ肉は塩麴に一晩漬
けたもの。柔らかくなっ
た豚肉の味付けでも麹に
こだわり、味噌を使って
います。コラーゲンたっ
ぷりなこの丼を毎回オー
ダーする常連さんも多いそうです。マグロたたき丼に
付く醤油は、麹と合わせて5日間寝かせたもの。麹を
足すことで甘味が加わり、味がまろやかになるとか。
ご飯は、白米と雑穀米の2種類から選べます。野菜を
たっぷり食べることができるサラダボウルには、追加
￥200で日替わりの「主菜」をトッピングすることも
できます。主菜は「エビ・タコ・イカの塩麴和え」な
ど2種類が日替わりで登場します。サラダにかけるド
レッシングにも塩麴が使われています。
　発酵食品へのこだわりは、腸内環境のためにいいも
のを提供したいとの思いからだと話す店長の伊藤太さ
ん。新型コロナウイルスの後遺症に苦しんだ経験から、
健康のためには腸内環境を整えることがいかに重要か
を学んだと話します。「発酵食品の良さを伝えたいと
思っています」と伊藤さん。
　お客さんとのコミュニケーションを大切にしている
という伊藤さんが心掛けているのが「ノーと言わない
サービス」。メニューについてリクエストがあれば、
何でも相談してみてほしいそうです。 　　※価格は税込

発酵のチカラで腸内環境を整える

https://www.w-tokyodo.com/neoponte/neoponte_tokyo/

うずらの生卵がのった「マグロたたき丼」（￥900）。
営業時間◉平日11:00-15:00（変更する場合があります。）

構内ショップの旅
ぶらり

友人が書いてくれたという
店長の伊藤さんのイラスト
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弥冨有希子

事務室と展示
室は同じ１階。
すぐ行けます

得意ワザ：PTAでバドミントンはじめました
自分の性格：大ざっぱで図太く物怖じしない
次回執筆者のご指名：府川智行さん
次回執筆者との関係：家族ぐるみのおつきあいのパパ友
次回執筆者の紹介：頼られ放題のワーカホリック

第213回

研究推進部
博物館事業課

研究と展示のあいだ

　本郷キャンパスの端、懐徳門を入った奥に東大の博
物館があることを、まだご存じない方もおられるかも
しれません。学内で蒐集された貴重な標本の数々を展
示する当館ですが、総合「研究」博物館の名の通り、
文理融合型の研究部局でもあります。私のチームでは、
執行経理、契約、資産管理などの会計業務全般を担当
しています。
　博物館では請求書類も独特です。昆虫や貝・鉱物な
どの標本購入費から動物遺体の輸送料、遺跡発掘調査
の謝金まで、個性豊かなものばかり。伝票からあれこ
れ想像を膨らませ、時には現場に入りもしながら、研
究と展示の傍で日々働いています。少し前に科博のク
ラファンが話題になりましたが、増え続ける標本の収
蔵場所に困っているのは当館も同じ。館内には標本箱
が天井まで山積みのお部屋も…。
　いろいろと課題も多いですが、先生方との距離も近く、
刺激のある職場で楽しく仕事しています。現在特別展
を開催中の当館へ、ぜひ一度お立ち寄りください！

骨が語る人の「生と死」展。マッチョマン

生地見本がついた公文書
～昭和4年の木製オフィス家具納入～

蔵出し！
文
ぶ ん し ょ か ん
書館

　今回ご紹介するのは、昭和4年に東京帝国大学と東
京高等工芸学校（現・千葉大学工学部）の間で交わさ
れた、木製オフィス家具の製作発注から納入に関する
文書です（S0003/44/0052『官庁往復 昭和四年 下巻』
「片袖机外一点代納入告知書ニ関スル件」）。この文書
には、東京帝国大学から東京高等工芸学校に対して木
製の事務用片袖机と回転椅子、合計42点の製作を発
注したこと、それらがおよそ1ヶ月で納品されたこと、
代金は960円であったこと、などが記されています。
　一連の文書には、簡単な家具図が添えられた見積書
も含まれています。下の画像は、回転椅子の図面です。

　図面上部に記された仕様概要をみると、椅子の材質
はナラで、張り地として紺色のテレンプ（パイル織物
の一種）が用いられていることがわかります。そして、
仕様概要の傍らには、紺色の布地が添付されており、
現在もきれいな状態で残っています。納品された椅子
のイメージは描かれた図から想像することはできます
が、傍らの生地見本に触れることによって、想像の解
像度が高くなるように感じられます。本文書は、当館
のデジタルアーカイブからもご覧いただくことはでき
ますが、布地の質感まではなかなかお伝えしきれない
のが残念なところです。
　なお、オフィス家具の形式や寸法、品質といった標
準規格「日本事務用卓子及椅子単純化規格」が定めら
れたのは昭和9年のことですが、本件発注先の東京高
等工芸学校木材工芸科にはこの規格の原案作成で中心
的役割を果たした木

こ ぐ れ

檜恕
じょいち

一が教授として在籍していま
した。昭和4年に納入されたこの片袖机と回転椅子も、
のちの標準に近いものだったのかもしれませんね。

　（千代田裕子・特任研究員）

第48回

The University
of Tokyo 
Archives

収蔵する貴重な学内資料から
140年を超える東大の歴史の一部をご紹介
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　昨年（2023年）の猛暑には、うんざりさせられた。
自律神経失調症で体温調整機構に問題を抱える身には
大層堪えた。さらに困ったことがもう一つあった。昆
虫飼育の趣味をもつ私――私はもともと昆虫生態学者
だ――にとって、深山（みやま）という低温環境に適
応したミヤマクワガタを飼育するには、猛暑は致命的
な脅威である。発泡スチロールにアルミ箔を貼り、凍
らせたペットボトルの水を用いる超簡易温度調整シス
テムで常時23℃前後以下に保つには、頻繁にペットボ
トルを交換しなければならない。そんな暇などない。
　今回はいさぎよく諦めよう、全滅してしまっただろ
うからと、昨年末に飼育ボトルから土を掻き出しはじ
めたところ――よかった！ 半分ほどが見事成虫に羽
化していた。しまった！ だったら、放置しておくべ
きだった。ミヤマクワガタは幼虫で2年過ごし、夏に
羽化した新成虫は雑なつくりの蛹室で越冬し、翌年の
初夏頃から活動をはじめる。越冬を乱してしまったじ
ゃないか。あわてて越冬用の飼育ケースを用意したが、
さて、今年の初夏まで生きつづけてくれるかどうか。
　なにぶん、クワガタ類の幼虫は不透明な飼育ボトル
の土の中にいて、様子は皆目わからない。イヌやネコ
などと違い、ほとんどコミュニケーションがない状態
で付き合わなければならない。クワガタ飼育には「心
眼」が必要とされる所以である。

　科学コミュニケーションにおいて、人々は自分が何
を知りたいのかがわかっていないことが多い。それを
見抜く心眼が科学コミュニケーターには、やはり大い
に必要となってくる。
　心眼を発揮できない私は、科学コミュニケーター失
格のようだ。ということで、撤退することと相成りま
した。老兵は過ぎゆくのみ。これまで、どうもありが
とうございました。再見、多保重！

第198回

廣野喜幸総合文化研究科教授
科学技術コミュニケーション部門

心眼 寄付で税金の使い道を選ぶ

科学技術インタープリター養成プログラム

高橋麻子社会連携本部渉外部門
副部門長

寄付でつくる東大の未来

第52回

　寄付者個人が受けられるメリットのひとつに寄付金
控除があります。東京大学も税制上の優遇措置（寄付
金控除）を受けられる寄付先のひとつです。
　寄付を申告することで、所得税、法人税、相続税、
一部の自治体の個人住民税について税制上の優遇措置
（寄付金控除）を受けることができます。所得税や住
民税などの税金は、所得金額などに応じて計算されま
すが、寄付の合計額に応じて所得金額から課税所得を
差し引くことができるのが寄付金控除です。
　寄付金額（総所得金額の40％が上限）から2千円を
差し引いた額の40％を所得税額から控除（所得税額
の25%が上限）でき、所得控除と税額控除のうち、
所得金額に応じてどちらか有利なほうを選ぶことがで
きます。
● 税制上の税法上の優遇措置（寄付金控
除等）について　　
（例1）

東京大学のUTokyo NEXT150へ30万円寄付し
た場合（課税所得800万円・東京都在住）
⇨所得税と住民税の寄付金控除額計＝98,340円

（例2）
東京大学の修学支援事業基金へ10万円寄付し
た場合（課税所得500万円・千葉県在住）
⇨所得税と住民税の寄付金控除額計＝49,000円

　   控除額の目安がわかる東大基金の寄付金
　控除シミュレーターはこちら　　

　寄付した金額の最大50％近くまで、税金額が少な
くなります。これは寄付の実質負担が減るだけでなく、
寄付という行為によって本来納税すべき税金の一部を
自身が賛同する活動分野への使途に充てている、こと
にもなります。つまり寄付は社会貢献だけでなく、意
志ある税金の使い方にもなっているとも言えます。せ
っかく納める税金ですから、一部の使途指定ができる
ことは嬉しいですね。
　ただし寄付金控除を受けるには確定申告が必要です。
お手元にある領収書をすべて確認し、申告することを
お忘れなく！

東京大学基金事務局（本部渉外課）

Q.
A.

よくあるご質問
東京大学へ寄付して税法上の優遇措置を受けると、
ふるさと納税の限度額に影響はありますか？
影響ありません。（詳細は東大基金HPをご覧くだ
さい）
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全学ホームページの「UTokyo FOCUS」（Features, Articles）に掲載された情報の一覧と、そのいくつかをCLOSE UPとして紹介します。トピックス
掲載日 担当部署・部局 タイトル（一部省略している場合があります）

1月15日 本部広報課 令和5年度退職教員の最終講義2月開催分のお知らせ

1月15日 リサーチ・アドミニストレーター推進室 令和5年度リサーチ・アドミニストレーターの認定

1月17日 本部学務課 SPRING GX 2024年度春入学の博士課程出願者を対象に募集開始

1月17日 広報室 大槌の大土先生が見つけた カニの新種と新しいカニ学

1月18日 本部学生支援課 剣道部主催による七徳堂新年稽古会が4年ぶりに開催！

1月18日 本部渉外課 「ソーラーボートプロジェクト支援基金」へ寄付募集を開始

1月18日 本部渉外課、新領域創成科学研究科 「次世代X線ダイナミクス計測技術研究基金」寄付募集を開始

1月19日 本部渉外課 「先端研 がん克服プロジェクト基金」寄付募集を開始

1月19日 本部学生支援課 アメフト部太田選手が全日本選抜チームのメンバーに選出！

1月22日 本部入試課 令和6年度第2次学力試験出願状況速報

1月29日 総合文化研究科・教養学部 「駒場リベラルアーツ基金」2023年活動報告を公開

1月29日 産学協創推進本部 未来社会協創推進本部と一般財団法人Soilがワークショップを実施

1月29日 本部研究倫理推進課 令和 5年度研究倫理セミナーを開催

1月30日 カブリ数物連携宇宙研究機構、物性研究所、 
宇宙線研究所 第8回「やっぱり物理が好き！」を開催　～物理に進んだ女子学生・院生のキャリア～

2月5日 生産技術研究所 英文広報誌「UTokyo-IIS Bulletin」Vol.13を公開

2月6日 相談支援研究開発センター セラピードッグとのふれあい体験を開催

2月6日 本部協創課 AI House Davos（2024.1.15-1.19） 開催報告

2月8日 グローバルリーダー育成プログラム推進室 グローバルリーダー育成プログラムGLP-GEfILの第7回修了式を開催

2月8日 本部広報課 令和5年度退職教員の最終講義3月開催分のお知らせ

2月9日 広報室 ガザ危機と中東の激動　／キャンパスから読み解く

　12月11日、本郷キャンパス第二購買部前で、
本学学生と教職員を対象に「セラピードッグ
とのふれあい体験」を開催しました。 当日は、
相談支援研究開発センター各室（総合窓口・
学生相談所・精神保健支援室・留学生相談
室・コミュニケーションサポートルーム・ピ
アサポートルーム）の紹介パネルを見てもら
い、その後一般社団法人アニマルセラピーこ
ころサポート協会の4頭のセラピードッグと
交流しました。運動会の協力を得て公式マス

　東京大学が独自に行っているリサーチ・ア
ドミニストレーター（URA）認定について、
令和5年度のURA認定証授与式が、12月22

日に安田講堂大会議室で開催されました。
　リサーチ・アドミニストレーター推進室副
室長を務める岸利治執行役・副学長からの挨
拶では、部局・研究室単位ではURA文化が根
付き、多くのURAの皆さんにご活躍いただい
ているものの、本部に所属し全学に向け業務
を行うURAはまだ少ないという東京大学の
URA制度の現状に関しての言及がありました。
その上でURAのボトムアップの取り組み、ま

コットキャラクターのイチ公も登場、523名
が来場し大いに盛り上がりました。 4時間の
開催時間内で何度も来た職員さん、お気に入
りのドッグとじっくり交流する学生たち、セ
ラピードッグと一緒に撮った写真でブックマ
ークを作成するブースもあり、全員が笑顔満
開で楽しんでいました。会場では、当センタ
ーの各種リーフレットも配布し、構成員の皆
さんに気軽に利用してもらうきっかけ作りと
なりました。

たURAネットワークというものが今後非常
に重要になってくるので、今回の認定を機に、
それぞれの現場での取り組みに加え、URAネ
ットワークの運営や全学に向けての業務にも、
より一層のお力添えをいただきたいとの期待
を寄せられました。
　平成28年度から開始した本学のURA認定
制度は、今年度で8年目を迎えます。今年度
は「東京大学URA」10名、「東京大学シニア
URA」2名の認定がなされ、本学のURA認定
者はのべ115名となりました。令和6年1月
時点で66名が在籍しています。

セラピードッグとのふれあい体験を開催

令和5年度のURA認定証授与式を開催

CLOSE UP

CLOSE UP

（相談支援研究開発センター）

（リサーチ・アドミニストレーター推進室）

ピアサポーターも参加しました

岸執行役・副学長（前列中央）との記念撮
影
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　東京大学には各部署で保管している貴重
な資料がたくさんあります。今回ご紹介す
るのは、施設部に大切に保管されていた安
田講堂創建時の様々な手書きの図面を使っ
てデザインした正方形の絹100％のスカー

フです。淡いブルーやピンク
は顔映りが良く、年齢を問わず長くお使い
いただけるベーシックなデザイン。プレゼ
ントにも最適です。この春の装いにプラス
してみてはいかがでしょうか？（R）各12,000円（税込）

2色（淡青／ピンク）
絹100％　88×88cm

　1月26日、後期課程学部学生対象の
グローバルリーダー育成プログラム
（GLP-GEfIL）より31名の修了生が誕生
しました。GLP-GEfIL修了生は累計334

名となりました。GLP推進室室長の福
士謙介教授の挨拶の後、修了生には担
当理事・副学長の林香里教授より総長

名での修了証が手渡されました。引き続き、
林理事より式辞を、津田理事から祝辞をいた
だきました。当日は、プログラムを支援いた

だいている6つの企業・団体様より、12名の
皆様にご参列いただき、GLPリーディング・
パートナーである住友商事株式会社常務執行
役員の江田麻季子様よりご祝辞を頂戴しまし
た。修了生の答辞は佐川弘晃さん、飯森栄治
さん、廣瀨太雅さんが行いました。履修開始
の2021年はまだコロナ禍の影響が色濃く、
海外プログラムで渡航が一部制限を受けるな
ど難しい時期もありましたが、皆で協力し合
って乗り越え、無事にこの日を迎えました。

グローバルリーダー育成プログラム第7回修了式を開催CLOSE UP （グローバルリーダー
育成プログラム推進室）

終わってみるとあっという間だった2年間。
31名の修了生の皆さん、おめでとうござ
います！

UTCCからのお知らせ
utcc.u-tokyo.ac.jp

春色のスカーフをファッションのポイントに！

　12月2日と9日の2日間、一般財団法人Soil

と本学未来社会協創推進本部の共催で「課題
解決のための社会起業」ワークショップを駒
場キャンパスにて開催しました。12月22日
には、受講生を対象とした助成プログラム
「Soil 100」の最終ピッチを開催しました。
　ワークショップでは、本学出身の社会起業
家による講演として、株式会社リバネス代表
取締役・グループCEOの丸幸弘氏、株式会社
ユーグレナ代表取締役社長の出雲充氏が登壇
し、社会起業を目指す学生30名に、ご自身

の活動や考え、激励の言葉を語っていただき
ました。講義を踏まえ、グループに分かれて
それぞれの事業計画の紹介やフィードバック、
メンターとの壁打ちを行い、事業計画をブラ
ッシュアップし、最後に全体でのプレゼンテ
ーションを行いました。その後、起業を目指
す学生が「Soil 100」に応募し、書類・面接
選考を経て、22日に最終ピッチを開催。その
結果、6名が採択され、活動開始のための助
成金各100万円の支給を受け、専門家のメン
タリングを3か月受講することとなりました。

「課題解決のための社会起業」ワークショップを開催CLOSE UP （産学協創推進本部）

Soilは、「儲からない」けど「意義がある」
を支援するため、非営利スタートアップに
創業期資金を助成している財団です

　はじめに、この度の令和6年能登半島地震
で犠牲となられた方々に心よりお悔み申し上
げるとともに、被災された方々に対してお見
舞い申し上げます。
　能登半島の北東部に位置する町、石川県能
登町。これまで7年にわたり、28人ものFS
参加学生を受け入れていただいて活動を行っ
てまいりました。私たちは、美しい里山里海
や地元の方々の温かさに魅せられ、何度も能
登町を訪問して、関係を紡いできました。
　今年度の活動も終盤に差し掛かっていた
2024年1月1日、能登半島地震が発生しました。
テレビやSNSで目にした現地の様子は、私た
ちが見慣れた町からは一変していました。こ

れまでお世話にな
った能登町に対し、自分たちにできることは
ないのか。その思いから、これまでのFS参加
学生有志で、能登町支援チームを立ち上げま
した。そして、東京にいる自分たちができる
ことを少しずつ始めていこうと考え、チーム
のInstagramアカウントでの情報発信や災害
義援金の呼びかけなどの活動を行っています。
　東京大学・能登町役場と連携し、現地の中
高生への支援や東大基金を活用した体験活動
プログラムの開催など、能登町の未来につな
がる支援を進めていく予定です。活動にあた
っては、学内の知見やリソースを最大限活用
しながら進めていきたいと考えておりますの

で、ぜひご協力いただけますと幸いです。
　優しさ溢れる町の方々の穏やかな暮らし、
美しい里山里海、自然が育む能登の幸、独自
の発展を遂げた伝統文化。かけがえのない能
登を守るため、どうか皆様のご支援のほどよ
ろしくお願いいたします。

　支援チームのインスタグラムアカウント
　⇨ ＠noto_choice2022

↑歴代のFS能登町生
が集結し、現地のお祭
りに参加（昨年7月）

→学内に周知した
義援金の呼びかけ

能登町の未来に向けて

第29回
（特別版）

FS能登町支援チーム

FS
専門知と地域をつなぐ架け橋に

レポート!Field StudyField Study

★
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第1164回

Bridging old and new using artificial intelligence
 (人工知能による温故知新)

　言語生成AIが話題である。文章要約、翻
訳や解説など様々な作業が、可能になってい
る。この原稿を執筆している段階では、生成
AIを教育や研究に利用することの是非が議
論されている。特に、「本質を考える力が失
われ、AIから与えられた（誤りを含む）情
報を鵜呑みにして、それをそのまま使うだけ
の人材を生み出すのでは」という懸念が強い。
　ここで、自分の研究室の学生と打ち合わせ
をしたときのエピソードをご紹介したい。そ
の学生は、ある系列データの解析手法につい
て悩んでいた。系列データ解析というと、フ
ーリエ解析に代表されるように、データを周
波数分解し三角関数の波の重ね合わせで表現
する手法が一般的であるが、その学生はウェ
ーブレットという数学的手法を利用した方法
を持ってきた。ウェーブレットは、系列信号
を短い波の重ね合わせで表現する手法である。
ウェーブレットは古くからある重要な手法だ
が、改めて振り返ると、限られた講義時間の
中では他の最新手法を説明する時間が増え、
ウェーブレットを丁寧に教える機会が減って
いたのも事実である。そんなことが頭をよぎ

り、私は思わず「よくこんな懐かしい手法を
見つけたね」と発言したのであるが、学生は
「生成AIと議論してきました」と言って私を
驚かせた。
　検索エンジンはキーワードが指定できれば、
欲しい情報を入手できる。いわゆる「辞書の
順引き」である。しかし、キーワードを知ら
なければ検索エンジンは無力になる。上記の
学生は生成AIを使い、やりたいことを記述
し生成AIからキーワードを引き出すという
「辞書の逆引き」の使い方をしてきたのである。
学問とは、新しい知識や理論を発見し、それ
を整理・体系化したものである。知識や理論
は存在を知らなければ活用することはできな
い。学術的発展という視点で見れば、生成
AIは新たな可能性を我々に与えてくれたの
ではないかと感じずにはいられない。
　なお、本原稿の執筆には生成AIは一切使
用していない。

山崎俊彦
（情報理工学系研究科）
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